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例 言

1.本魯は、新潟県刈羽郡西山町大字坂田字坪之内・大字新保字向山に所在する坪之内塚群・坪之内遺跡

の発掘調査報告書である。

2.発掘調査及び整理作業は県代行町道南炭寺線道路改築工事に伴い西山町が新潟県（柏崎土木事務所、

平成16年度は新潟県柏崎地域振興局）と委託契約を交わして行った。調査主体は西山町教育委貝で、

発掘調査は平成12年6月12日から平成14年9月9日まで行い、引き続き平成17年3月2日ま

で報告魯作成を行った。

3.迫物の注記には遺跡・塚群の略称として 「ツボ」を用い、塚の号数もしくは地区記号、調査年度の下

二桁を付けた。出土資料及び記録は西山町教育委員会が保管している。

4.本報告書の作成は中島義人の指示のもと整理作業員が行い、本文の執箪及び編集は中島が行った。

5.本文 ・図版中の北は真北を指す。逍構表記中の方位は真北に対するものである。

6.追構平面屈の作成及び諸測派、空中写真の撮影は平成12・ 13年度は国際航業 （株）に、平成14

年度は （株）朝日航洋に委託して行った。なお、発掘調査は測地系の変更前に開始されたため、旧測

地系による数値を用いている。

7.現場の土色観察及び土器の色調観察には 「新版標準土色帖J（小山 ・竹原1967)を用いた。

8.発掘調査においてはの地元坂田・新保集落、地権者代表委員会をはじめとする地権者の皆様から多大

な御理解・御協力をいただきました。また、坂田 ・新保・北野集落の皆様からは、調査作業員として

御協力を賜りました。ここに厚くお礼を申し上げます。

9.縄文時代の遺物については小熊博史氏、弥生時代 ・古墳時代については滝沢規朗氏、中世及び塚群に

ついては品田高志氏から、勾王については寺村光晴氏・藤田富士夫氏から多大なご教示を得た。誤記

等については全て筆者の費である。また、発掘調査から報告書作成に至るまで以下の方々及び機関か

ら御教示 ・協力を頂いた。記して感謝申し上げます。

春日真実 木島勉 北村亨 笹沢正史 田中亨 田海義正 渡邊裕之

新潟県土木部道路維持課市町村道係 新潟県柏崎土木事務所 新潟県柏崎地域振興局

新潟県教育庁文化行政課
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第1章調査に至る経緯

西山町では、昭和63年に地域振典の拠点として西山インターチェンジ脇に「西山町工業団地」

を造成し、その企業誘致のためにアクセス道路である町道南慶寺線の早急な整備が望まれてい

た。 しかし、当路線が通過する地域は軟弱地盤であり、さらに北陸自動車道との立体交差が必

要なことから、高度な技術力と資金を要するため、西山町単独で整備を行うことが困難であっ

た。西山町は新潟県交通資源対策課や道路維持課などと協議を重ね、建設省に「過疎地域活性

化特別措置法第14条第1項」の規定に基づく指定の申請を行い、平成10年4月1日付けで前記

規定に基づく基幹道路の指定を受け、新潟県が過疎代行路線として整備を行うことが決定され

た。その後に決定された道路法線内の丘陵上に周知の追跡坪之内塚群が存在したため、新潟県

柏崎土木事務所（以下 「柏崎土木事務所」）と西山町教育委員会（以下「町教委」）で埋蔵文化

財の取り扱いに関する協議が行われた。町教委は新潟県教育庁文化行政課（以下 「県文化行政

課」）と協議し、柏崎土木事務所へ法線変更の可否について照会したが、地理的条件などから法

線の変更は困難であるとの回答を得た。さらに、丘陵の地盤が軟弱なことから掘削幅が大きく

なるため、塚群全体が掘削範囲に含まれることに決まり、現状保存は無理となった。そこで、

事業主体である新潟県の負担で、工事に先立ち坪之内塚群を記録保存のための発掘調査を行う

こととなった。その後、柏崎土木事務所長は平成11年8月10日付柏土第135号で文化庁長官宛に

文化財保護法第57条の3第1項の規定による通知を町教委を通じて行い、新潟県と西山町が平

成12年5月1日付けで発掘調査の委託契約を結んだ。西山町教育長は平成12年6月5日付西教

第82号で新潟県教育長宛に文化財保設法第58条の2第1項の報告を行い、発掘調査に着手した。

なお、平成16年度は新潟県柏崎地域振興局と委託契約を締結した。

ー



第11章遺跡の環境

1.地理的環境

西山町は新潟県の中央やや南寄り、柏崎平野北東部に位置する。行政区域は東西15.47km、南

北13.75km、面積56.63knlである。この地域は柏崎平野と新潟平野の税に位置する。町域は中山間

地帯に当り、町の東には長岡市との檄をなす曾地丘陵が東頸城丘陵の北側から延び、西側の海

岸線沿いには荒浜砂丘から始まる西山丘陵が弥彦山・国上山・角田山へと続く 。この両丘陵は

摺曲により形成され、 この地形構造特有の湘田 ・ ガス田が周辺に多く存在し、 吉井 ・ 西山 • 関

原などの中央袖帯を形成する。この両丘陵の間には別山川が南へ流れ、柏崎市内で鯖石川に合

流する。別山川流域には氾濫原堆積物からなる沖積陪が広がり、柏崎平野の北端を形づくる。

坪之内塚群 ・ 坪之内追跡は曾地丘陵の西側の独立した丘陵に位置し、地籍は坂田 • 新保にあ

たる。この独立丘陵の西側には別山）l|の支流である坂田）1|が流れ、遣跡の東には面ヶ池がある。

丘陵の最頂部は標高約46m、周辺の水田で約21m前後であり、比高は約25m前後である。

2.歴史的環境

西山町は古代国郡制の当初は古志郡に属し、その後分立して三嶋郡となった。「刈羽郡」の名

称は正平12(1357)年の鎌倉二階堂覚音寺領の文也で初めて現れ、正保2 (1645)年より公称

としての「苅羽郡」が用いられた。正徳2 (1712)年の 「正徳二年令」から草冠が取れ「刈羽

郡」になったとされる。古代三嶋郡の郡域は明らかではないが、ほぽ現在の刈羽郡に一致する

ものと考えられる。「和名類燦抄jによると三嶋郡には三嶋 ・高家 ・多岐の三郷があったとされ

る。郷域は諸説があり、別山川流域が多岐郷であるということは一致している。しかし、海岸

部の石地 ・大津 ・大崎・浜忠地区を多岐郷に入れるか高家郷に入れるかで見解が別れる。その

他、町内に比定される地名に長橋庄 •野崎保がある。 物部神社・御島石部神社 • 石井神社 ・多岐神

社の四社が延喜式内社に比定される。

西山町で確認されている埋蔵文化財包蔵地は176件で、逍物包含地・集落跡は21件、城館跡は

11件、製鉄跡・ 石塔が各 1件、他の142件は塚もしくは塚群である。（平成17年1月31日現在）

a.縄文時代

縄文時代の追跡は、坪之内造跡の他に高塩A遺跡、大津遺跡、 二位殿追跡、二位殿B遺跡、

多岐ノ脇迎跡、砂田追跡、野崎迫跡がある。高塩A追跡、 二位殿迫跡は海岸に面した砂丘上に

立地する。高塩A遣跡からは中期初頭の土器が、二位殿遺跡からは火炎型土器の鶏冠状把手の

一部が出土している。別山川西側の多岐ノ脇遣跡、砂田遺跡は、いずれも西山丘陵の東にのび

る支尾根上に立地する。多岐ノ脇追跡は前期後葉から中期前半頃に位置づけられる。発掘調査

では竪穴住居三棟が検出され、住居内から蛇紋岩の擦り切石が出土した。別山川東岸の野崎追

跡は大池を巡る独立段丘上とその周辺に広がり 、発掘調査では縄文時代後期前葉から晩期中葉
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第2図 坪之内塚群・坪之内遺跡と周辺の地形
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の遺物が出土している。

b.弥生時代 ・古墳時代

弥生時代の逍跡には内越遣跡、坂田辿跡がある。内越追跡は発掘調査で、弥生時代末期から

古墳時代前期の竪穴住居等が見つかり、当期の弥生土器とともに後北C1式の続縄文土器が出

土した （新潟県教委1983)。野崎追跡でも弥生時代の遺物が確認されている。古墳時代の追跡に

は高塩B逍跡、畠田遺跡、宮ノ前迫跡がある （西山町教委1983、2001、2003)。高塩B遺跡は海

岸部の砂丘に立地する。発掘調査で遺構は確認されなかったが、包含層から古墳時代前期及び

後期の遺物がまとまって出土した。両時期の遺物はそれぞれ時期的なまとまりが認められる。

古墳時代前期の遺物には小型丸底堪 ・小型器台 • S字状口縁甕・鉢などがあり、畿内や東海などの

影響がみられる。畠田逍跡と宮ノ前追跡は隣接する古墳時代後期の遺跡で同一の集落跡と見ら

れる。竪穴住居3棟等の逍構が検出され、須恵器 ・土師器が出土した。

C.古代 ・中世

古代 ・中世の遺跡は多 く、 発掘調査が行われたものに井ノ町追跡、畠田迫跡、 宮ノ前逍跡、

尾野内逍跡、 内越遺跡がある。井ノ町辿跡は西山丘陵の海岸側の支尾根の麓に立地する 9世紀

前半の逍跡である。大型の柱穴をもつ掘立柱建物や旧河川跡などが検出され、闘の羽ロ ・鉄滓

などの製鉄関連の追物が出土した。宮ノ前遺跡ではlOOn-1'を超える大型掘立柱建物、井戸などが

検出され、灰釉陶器が多数出土した。また、中世では陶磁器と共に多羅の木製品 ・漆器が出土

している。尾野内造跡では古代の竪穴住居 1棟 ・中近世の墓城群 ・炭焼窯などが検出されてい

る。内越追跡では製鉄炉 ・炭焼窯が見つかっている。西山丘陵 ・曾地丘陵には山城が点在する。

d.塚 ・塚群

西山町では142基の塚が確認されている。これらの多くは群をなし、西山 ・曾地丘陵の支尾根

先端部の尾根上や独立段丘の頂部などに立地するものが多い。分布は大きく 三カ所に分かれ、

別山川流域東側で西山町南部を中心とし物部神社の付近を北限とする地域、別山川上流の両岸

で多岐神社周辺の地域、そして希薄ではあるが悔岸部である。発掘調査が行われたものは狐山

塚群 （新潟県教委1973)と二塚 （町教委1991)のみである。狐山塚群は3基が調査されたが、

塚と認められたものは 2基であった。 1号塚に近接する掘り込みから五輪塔 ・宝臆印塔が出土

した。塚本体は後世の盗掘を受けており、その内部構造を確認することはできなかったが、 1 

号塚の攪乱内から中世後期の珠洲焼壺の破片が出土しており、墳墓としての性格が想定される。

二塚の調査では人工的な盛土などは確懃できたが、内部構造は把握できず、その性格は不明で

ある。
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表1 西山町の塚群

No. 名 称 所 在 地 基数 配設 立地 No. 名 称 所 在 地 基数 配骰 立地

l別山塚 別山字尾頃部 l 単独 水田内 19善五郎塚群 坂田字善五郎 7 直列 先端

2礼拝塚群 鬼王字中山 6 群集 先端 20石甲塚の塚群 坂[t1字善五郎 3 分散 頂部

3狐山塚群 黒部字狐山 2 並骰 先端 21刃I]]の塚群 坂田字刃III 2 並骰 先端

4二塚 大崎字業山 2 並設 頂部 22坪之内塚群 坂田字坪之内 JI 群集 頂部

5石上経塚 大崎字石上 I 駐独 1も根上 23向lj」の塚 新保字向山 J 単独 頂部

6山城塚群 大綺字山城 6 直列 尾根上 24桑Illの塚群 北野字桑lEI 2 並位 頂部

7井の町須藤家の塚 浜忠字井の町 I 単独 先端 25小橋の塚群 五日市字,1ヽ橋他 8 分散 頂部

8井の町の塚群 浜忠字井の町 2 並骰 尾根上 26内方神社の塚群 内方字宮ノ下 2 並骰 先端

9鎌旧百塚 録lり字西ヶ崎 ・長表 24 直列 頂部 27妙法寺の大塚 妙法寺字袖捕 I 単独 頂部

l0多岐ノ脇塚群 別I.LI字多岐ノ脇 6 虹列 頂部 28峰の塚群 北野字峰 3 直列 頂部

11別llI後谷の塚 別山字後谷 I it独 頂部 29北野塚群 北野字峰 ] 5 直列 尾根上

12山寺の塚 別山字山寺他 I 単独 頂部 30カヤ場の塚群 北野字カヤ楊 4 直列 尾根上

13塚鯰の塚群 別Ul字熊ノ谷 5 直列 先端 3l谷地ノ入の塚 大坪字谷地ノ入290 I 且．独 頂部

14灰爪の塚群 灰爪字向平 4 直列 頂部 32西小路の塚 大坪字西小路285 I 単独 先端

15甲IIIヶ谷の塚群 ニHI字甲田ヶ谷 2 並骰 頂部 33脇之多の塚 大坪字脇之多 I .tit独 尾根上
l6西ヶ入の塚群 二IB字西ヶ入 2 並骰 頂部 34大堰の塚群 大坪字大堰 2 並謹 尾根上

l7六百刈の塚群 二田字六百刈 ， 群集 先端 35石上の塚 大崎字石上813 I lji独 先端

18車田の塚 二IB字車田 j lji独 先端
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第m章調資概要

I.調査方法

調査に先立ってグリッドの設定を行った。設定には国土座標（旧測地系）を用い、調査範囲

が広がることを考慮して、法線全体を網羅する方眼を組んだ （第4図）。 方眼は5mとし、東西

方向をX軸、南北方向をY軸として数字をつけた。包含陪出土の逍物の取り上げはこのグリッ

ド単位とした。グリッド原点の旧測地系による国土座標はX= 159855.000、Y= 13795.000であ

る。グリッド杭の設置は追構測量と併せて業務委託で行った。

坪之内塚群の調査は地表面で確認できる盛土とその周囲の表土を剥がし、周辺施設の存在を

確認した。塚は十字の層位回を作成できるようにベル トを設定し、表土、盛土を掘削し、地山

面を確認して層位圏を作成することとした。各塚の名称 （号数）は新潟県遺跡台帳のものであ

る。

坪之内逍跡の調査では調査区が 3 ヶ所となったため、 A地区 • B地区 ・C地区とした。重機、

人力により表土 ・包含層を掘削して追構を検出した。検出した遺構は 1:100の概略図を作成し、

追構番号を付けた。遺構番号は重複を避けるため、 A地区では 1~1000を、 B地区で1001~

2000を、 C地区で2001以降を用いた。検出順に通し番号をつけたが、現場での混乱や重複を避

けるために途中に欠番を残した。また、住居跡、建物跡には整理作業の段階で別に番号を付け

た。本報告で使用する逍構番号は基本的に現場で用いたものである。

※グリッド原点の世界測地系による座標はX= 160205.1182、Y= 13513.8541である。

2.調査経過

a.平成12年度の調査

坪之内塚群の発掘調査は用地の買収と立木の伐採を待って開始した。発掘に先立ち塚の現況

写真の撮影と地形測量を行った。平成12年6月12日、撮影前に下草を刈り、翌13日にラジコン

ヘリコプターによる空中写真の撮影を行った。その後、グリッド杭の設置、現況地形の測量を

行い、7月3H に地権者 ・ 柏崎土木事務所 ・ 西山町 ・ 町教委•発掘調査参加者が集まり、調査

及び工事の安全のための祈願祭を行い、発掘調査に着手した。

発掘調査は用地買収 ・樹木伐採の日程などから、事前調査を行えずに着手した。しかし、塚

のサブトレンチから縄文土器や石器が多量に出土 し、 トレンチの下部に竪穴住居の堀込みが確

認されたた。そのため、塚群の調査を一時中断して下層遺構の分布状況を調査したところ、他

にも竪穴住居などの逍構が確認された。そこで西山町教育長は平成12年9月8日付で県文化行

政課長宛に坪之内造跡を新発見の追跡として報告を行った。当初想定していない逍跡が発見さ

れたことから調査計画の変更が余儀なくされたため、新潟県土木部道路維持課 ・柏崎土木事務

所と町教委の間で協議し、塚群の調査に引き続き坪之内遺跡の調査を行うこと、平成13年度以

降も発掘調査を継続して行うことを確認し、平成12年12月5日付で委託契約の変更契約を行っ
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第4図 グリッド設定図 (S=1: 1,500) 
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た。平成12年度は坪之内塚群の調査を完了し、坪之内迫跡の調査に一部滸手した。平成13年 3

月14日に塚完掘状況の空中写真撮影を行って現場作業を終了した。

b.平成13年度の調査

平成12年度の調査で丘陵J:.に展開する縄文時代集落の存在が判明したが、法線内の他の範囲

については確認がされていなかった。そこで、逍跡の範囲を確定するため南側の丘陵の試掘調

査を行うこととなった。当該範囲は未買収地であったため、買収予定地内の試掘調査を行うこ

との了解を地権者から得て試掘調査を行った。調査の結果、谷部で大型の落ち込みを確認し、

その上面から縄文土器 ・土師器・磨製石斧などが出土した。また、丘陵上では幅約 lm、深さ

lm弱の溝が巡ることがわかり、文化行政課へ坪之内追跡の範囲変更の報告を行った。その後、

柏崎土木事務所と調査計画変更のための協議を行い、当初計画範囲の調査終了後に継続して発

掘調査を行うこと、平成14年度まで発掘調査を継続することの了解を得た。

平成13年度の現場作業は平成13年5月29日より着手した。北側調査区の調査は9月27日まで

行い、仮設機材の移動、表土掘削などを行った後、 10月17日から12月13日まで南側調査区の発

掘調査を行った。この南側調査区から翡翠製の勾玉が出土し、マスコミ発表及び今後の追跡の

取り扱いについて柏崎土木事務所 ・ 県文化行政課 • 町教委で協議を行った。 しかし遺跡の性格

が不明瞭であるため、平成14年度調査で勾玉出土地点の周辺の様相を早急に把握し、工事への

影響を検討することとなった。町教委は平成14年 1月15日に富山市埋蔵文化財センター所長藤

田富士夫氏に出土品について教示を受け、2月19日に西山町役場庁舎内で報道陣に対し勾玉出

土についての発表を行った。

C.平成14年度の調査

平成13年度の試掘調査で南側の丘陵上にも遣跡範囲が広がり 、南側に隣接する水田内にも遺

跡が存在する可能性が考えられたため試掘調査を行った。試掘調査では多紐の須恵器 ・土師

器 ・中世陶器が出土し、柱穴 ・土坑などの追構も確認された。そのため、坪之内遺跡の範囲変

更を県文化行政課へ報告した。また、土木事務所と協議し、平成14年度の調査計画を変更した。

なお、この時点で調査区が3ヶ所となり煩雑となったため、塚群下層の調査区を坪之内辿跡A

地区、南側丘陵上及び谷部の調査区をB地区、田圃内の調査区をC地区として記録 ・出土遺物

などの整理を行うこととした。

当年度の発掘調査はB地区 ・C地区併行して 5月20日から開始した。平成13年度調査で出土

した勾玉と迫跡の関係によっては工事に影響も出るため、 B地区丘陵上の調査を最俊先に行っ

たが、墓城や弥生時代の住居跡は確認されなかった。発掘調査は 9月7日まで行い、現地調査

をすべて完了した。整理・報告書作成作業は平成15・ 16年度も継続して行った。
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3.調査体制

調査主体新渇県刈羽郡西山町教育委員会 教育長 三嶋千穎

総 括伊比弘毅（西山町教育委員会教育課長、平成12・ 13年度）

押見忠保（ ク 教育課長、平成14年度）

市橋蹂三子（ ク 教育課長、平成15・ 16年度）

庶務 中野芳子（ ，，， 副参事、平成12・ 13 ・ 14年度）

廣川君子（ ，，， 副参事、平成16年度）

調査担当 中島義人（ ク 主事）

調査員 多々静治（西山町臨時職員、平成12・ 13年度）

若松茂（西山町臨時職員、平成12年度）

神林l1召ー （西山町臨時職員、平成12年度）

作業員地元雁用作業員

4.遺構 ・遺物の概観

坪之内塚群 ・坪之内遺跡の発掘調査では多岐にわたる時代の追構辿物が確認された。ここで、

時期の名称を便宜的に以下のように設定し、記述に用いる（表2)。

縄文時代

縄文時代中期前葉末から中葉、大木7b式段階～大木8b式新段階である。長岡市中道追跡

の中道I期、I1期及びそれに先行する時期である。

弥生時代後期

弥生時代後期から古墳時代初頭である。田嶋氏の編年（田嶋1986)の2群から 6群に相当す

る。

古墳時代中期

古墳時代前期後半から古墳時代中期中葉にあたる。田嶋氏の編年の9群から13群に相当する。

古墳時代後期

古墳時代後期、田嶋氏の編年の15群に相当する。

古代

春日氏の編年（春日1999)のVI期を中心とした時期のものが出土した。

中世

珠洲焼編年（吉岡1994)のII期からm期、 13世紀前半から後半が中心である。IV期以降のも

のも若干出土している。
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近世

18世紀から19世紀代である。

a.遺構

塚 塚の呼称は新潟県遺跡台帳に掲載されている名称をそのまま用いた。塚の各部名称として、

盛土 ・基壇・周溝を用いた。

住居 縄文時代のものと見られる掘り込みを伴う竪穴住居、もしくは柱穴の並び及び炉の存在

などから住居と見なしたものである。 内部施設に炉 （地床炉•石組炉） 、壁、ベッド状遣構、

周溝、柱穴、床（貼床）がある。

建物 縄文時代以外のものと見られる掘立柱建物をさす。

柵 柱穴が列をなして直線的に並ぶもの。

フラスコ状土坑 上面直径に対して底部直径が大きい土坑である。

ピット 比較的小さい穴で、弥生時代以降の柱穴もしくはその他の穴となるもの。建物などの

構成が確認できなかったものである。

道 中世以降のものと見られ、現在は埋没している山道である。

土塘墓 大型の方形掘り込みで、覆土に小骨片が混入するもの。

以上の他に土坑、倒木痕を遣構の分類に用いた。

b.遺物

縄文時代

土器

坪之内塚群 ・坪之内逍跡A地区から出土した土器はいずれも大木8b式段階の限定された時

期のものである。器種は深鉢が多 く、 浅鉢が少誠、台形土器が1点ある。

石器 ・石製品

打製石斧、磨製石斧、石鏃、尖頭器、凹み石 ・叩石、三角刀形石器、不定形石器、裸石器、

剥片、石皿、立石がある。

装飾品

土製耳飾、大珠が各1点ある。

弥生時代後期

当期の土器には高杯 ・器台 ・壷 ．甕がある。勾玉が1点ある。玉

古墳時代中期

土師器では碗 ・高杯 ・壷 ・斐がある

古墳時代後期

土師器の碗 ・高杯・甕が確認される。須恵器杯蓋が1点出土した。

12 



古代

須恵器 ・土師器 ・緑釉陶器がある。須恵器には杯蓋 ・有台杯 ・無台杯・壷 ・甕があり 、土師

器では無台碗 ．甕 ・鍋が確認される。緑釉陶器は有段皿が1点見られる。

中世

珠洲焼、土師器皿、姿器系陶器、青磁がある。珠洲焼は播鉢 ・壷 ・甕がある。

近世

陶磁器の碗、究永通宝が出土している。肥前系陶器、瀬戸などが確認される。

これらの他に、鉄滓（鍛冶滓）、羽口、鉄製品が出土した。

表2 坪之内塚群・坪之内遺跡編年表

中道迅跡 清水上 椛l山遺跡
坪之内逍跡

坪之内迅跡 東北 （長岡市教委 （新潟県教委 (+El町市教委 北陸
1998) 1996) 1998) 

A地区

前紫 大木7b 前葉③ 1期 新崎皿

大木8a
古

I期 中菜①～③ 2期
縄文時代 中期 新

天神山
住居6

中菜
古 a期 (J:.山田） 住居1A・ 9 ・ 

大木8b 3期 2 ・ 4 ・ 7 

新 b紺J 住居3

春日 品田 田嶋 坂井・川村
新潟シンが

吉岡
機内

(1994) (1992) (1986) (1993) (1991) 

1群 I V-1・2 

弥生 2群 2 ¥1 •l 
後期 3群 3 ¥1 •2 

弥生時代後期 41群 J （最新） 4 ¥1 •3 庄内I

I ・l 5群 D-1 5 古積 I•I 庄内D

I-2 6群 Il-2 6 古墳I-2 庄内1ll

I期 I-3 7群 Il-3 7 庄内IV
古墳

l1期 l -4 8群 m 8 布留I前期
III a期 11 •1 9群 N ， 布留n

11-2 10群 10 布留川

古墳時代中期 m b期 11 •3 II群 布留w
w期 m.l 12群 TK208 

古項
皿•2 13群 TK23 中期

N•l I4群 TK47 

古瑣 lV •2 l5群 MTIS・TKJO 

古項時代後期 後期 !V•3 TI(43 

越後 Eil嶋 出越 佐渡 三船郡
古志郡 岩ノ前遺跡

（春日1999) (1988) (1997) （坂井他l99l) （品l月2001)

V2 V2 I •2 
一 前掛り

VI 1 VI I 1-4 カメ畑 八幡林I地K上附 I 

V期 ・古代 V1 2 VJ2 
江ノ―F 宮田SD-346

八幡林C地区Il-1 
宮£BSD-378a

II 
vl 3 Vl3 

\~ 1 11 1 ll-2古 高野 深町SX-33 l"l新外裡JIIl

＂ 
吉岡 (1994)

11期

＼り期 ・中世 中世 m期

J¥I期

I'll期 ・ 近•Ill: 近世 1 8-1 9世紀
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第w章坪之内塚群

1.坪之内塚群の概要

坪之内塚群は新潟県刈羽郡西山町大字坂田字坪之内と大字新保字向山に跨って位置する。坪

之内塚群は11基からなり、これは二群に分けられる。ここでA群、 B群とする。A群は 1号塚

から 8号塚からなり、丘陵頂部の標高46m前後の平坦面に位置する。この平坦面は東西約60m、

南北約50mの広さを持つ。B群は9号塚から11号塚からなり、丘陵中腹の標高38m前後の平坦

部に立地する。

A群の 1号塚から 7号塚は頂上平坦部の北側縁辺に立地する。8号塚は頂上の中央付近に位

置し、形態的にも他の塚と区別される。縁辺を巡るものは 5号塚を除き調査前の形状では半球

状を呈していた。8号塚は平面方形、頂部が平坦な台状で大型のものである。B群の塚はいず

れも半球形に近いものであった。

2.塚

1号塚

現況 丘陵頂部平坦面の北東縁辺に位置する。形状は低平な半球形で頂部は平坦である。直

径4.8m、高さ0.8mである。周溝などの痕跡は地表面では観察されない。

盛土 暗褐色土が主体の層、地山土である黄褐色土が主体の層、暗褐色土に黄褐色土がプロッ

ク状に混入する層からなり、それぞれがほぼ水平に堆積する。盛土の下陪には旧表土と見

られる黒褐色土層が薄く残る。

基底部 周溝は旧表土層から掘り込まれており、幅0.5m前後の溝がほぼ一辺約5.5mの隅丸正

方形に巡る。周溝の深さは検出面から0.3m前後で、断面はV字形を呈し、最深部は細い坦

な面になる。周溝最深部から盛土頂部までの高さは1.4mになる。周溝の覆土は暗褐色土で、

塚側からの流れ込みと見られる。東側の周溝の南半分は後世の土城墓 (1号土城蕊 ・2号土

堀墓）により破壊される。周溝の覆土から追物は出土しなかった。

遺物 盛土内から須恵器甕の体部破片、石鏃、不定形石器が出土した。(1~ 4) 

2号塚

現況 丘陵頂部平坦面の北束縁辺に位置する。低平な半球形で、平面直径4.4m、高さ0.7m、頂

部はやや広い平坦部を持つ。塚の南東部を 1号土坑が切る。

盛土 ほぽ水平に堆積する。その多くは黒褐色を基本とした層で、地山土を含む陪が蒋く入

る。盛土の下部には縄文時代の包含層と竪穴住居があり、盛土内からも多批の縄文時代の遺

物が出土した。

基底部 周囲より若干の盛り上がりを見せるが、明瞭な掘り込みは把握できなかった。

遺 物盛土内から縄文土器、石鏃、不定形石器が出土した。(5~ 7) 
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3号塚

現況 丘陵頂部平坦面の北側縁辺に位置する。4号塚の東に接して築かれる。低平な半球形で

長径5.6m、短径4.6m、嵩さ0.8mである。

盛土 レンズ状に堆積する。暗褐色土 ・黒褐色土の陪に褐色土が混ざる。地山土はほとんど滉

入しない。 最下層の第 7 爵は 1 号住居の覆土で、 第 6 陪が縄文時代の包含陪 、 第 5~が旧表

土層である。

基底部 旧表土層が削られて、基底部となる。その高さは約10センチ弱と低い。地山面の掘り

込みは確認されなかった。

遺物 打製石斧、磨製石斧が出土した。(8~10) 

4号塚

現況 丘陵頂部平坦面の北側縁辺に位置する。 3号塚の西側に接して築かれる。半球形で長径

3.4m、短径2.7m、高さ0.5mである。

盛土 地山土の混入がほとんど見られない暗褐色層が盛られ、ほぽ均ーな層からなる。 3号塚

と同様に下部に 1号住居が存在する。西側の掘り込みは5号塚の周溝である。

基底部 南側の裾で旧表土附を削って成形する。北側の裾は 1号住居の覆土を削って裾を成

形している。

遺物 須恵器甕体部、縄文土器、磨製石斧、凹石 (11~ 15) 

5号塚

現況 丘陵頂上平坦面の縁辺から斜面にかけて築かれる。平面形は長方形に近く 、等高線にほ

ぽ直行し、南北方向に長い。長辺のほぽ中央に若干のくびれが見られる。頂部はおおむね平

坦である 。長さ 12.lm、最大幅7.8m、 くびれ部の幅5.4mである 。調査当初から

2基の塚がつながったものと考えられたが、盛土に攪乱が多く 、翔位からは確認できなかっ

た。周溝は「コ」の字状で端部が内側に若干屈曲する。盛土の括れ部の下にこの屈曲がある

ことから 2基の塚が接して築かれたものだと考えられる。盛土がこの周溝に壊されていない

ことから周溝に囲まれた北側の盛土が先行して築かれたものである。

盛土 長軸ベル ト北側の盛土は褐色土もしくは黒褐色土と地山土がほぼ交互に水平に堆積する。

各陪は薄く 、ほぽ均ーな厚さである。長軸南側の盛土は黒褐色土が主体となる。盛土の前後

関係は樅乱により把握できない。

基底部 北側盛土の基底部は周溝が確認され、南側盛土の基底部は浅い掘り込みの周溝が西

側に見られる。

遺物 打製石斧、剥片、寛永通宝が出土した。(16~19)
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6号塚

現況 丘陵頂部縁辺に築かれる。半球形で直径6.45m、高さ1.4mである。

盛土 黒褐色土と暗褐色土が主体で地山土を含む陪が所々に見られる。

基底部 4.5m X5.lm、高さ0.15mの方形に地山を削って基底部を成形する。

遺物 陶器揺鉢、究永通宝 (20・ 21) 

7号塚

現況 丘陵頂部縁辺に築かれる。半球形で直径5.0m、高さl.Omである。

盛土 暗褐色土を主体に水平に堆積する。所々に地山土の小ブロックが混入する。

，基底部 一辺約4mの方形で、高さ約0.15mに地山土を削る。

遺物 石鏃 (22)

8号塚

現況 丘陵頂部平坦部のほぽ中央に築かれる。10.4mx 8.5mのほぽ方形である。南東角は丸み

を帯びて広がる。頂部は広 く平坦で、周囲との比高は0.7m~0.9mである。頂部平坦面のほぽ

中央に直径0.9m、深さ0.3mの掘り込みが確認された。

盛土 II音褐色土、黒褐色土、灰黄褐色土がほぽ水平に堆栢する。地山土は細かいプロック状に

所々に混入する。頂部の掘り込みは確認面から0.7mの深さまで達しており 、盛土の恩位

を断ち切っているこ とから、塚の構築後に掘り込まれたことがわかる。

基底部 東側では地山の掘り 込みが確認できなかった。西側は長さ10.6mの碁底部が確認され

た。隅丸方形の基底部が想定される。

遺物 陶器碗、 須恵器甕、石鏃、大珠、磨製石斧、不定形石器、窪永通宝 (23~34)

9号塚

現況 半球形で直径約3.5m、高さl.Omである。

盛土 暗褐色土と黒褐色土を主体に上半はレンズJ:.に堆積し、下半は水平に堆梢する。

基底部 1日表士層を地山まで掘り込んで基底部を作る。基底部の高さは0.15mである。

遺物 弥生土器壷、土ni[i器甕、須恵器無台杯 (35~38)

10号塚

現況 丘陵頂部縁辺に築かれる。半球形で長径3.2m、短径2.9m、高さ0.6mで、平面形は楕円形

である。

盛土 褐色土を主体に水平に堆積する。
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基底部 塚の周囲に地山を掘り込んだ周溝が巡る。周溝は北西側が途切れる。周溝が明瞭に残

る南側で幅1.6，深さ0.2mである。

遺物珠洲焼描鉢 (39)

11号塚

現況 長径5.3m、短径3.3mの楕円形で、高さは0.9mである。北側は現代の山道により削られて

おり、山道との比高は1.7mである。

盛土 山道側斜面を中心に巨樹が生えており、恩位には木根が多く混入する。確認できる部分

では堆和は水平で褐色土と暗褐色土が主体である。

基底部 東側に地山を削った段が確認される。

遺物 土師器碗、須恵器甕、珠洲焼描鉢、磁器碗 (40~43)

その他の遺構

1号士坑

2号塚の南東側裾上に築かれる。長径4.3m、短径3.0mの楕円形で、深さは約0.5mである。覆

土はしまりが弱く黒色で灰を多く含み、何らかの焼成を行ったものと見られる。

1号土堀墓

1号塚 ・2号土城磁を切る。掘方は長径3.5m、短径2.3mの隅丸方形に近い長楕円形である。

深さ約l.lm、壁の立ち上がりは上部が大きく開き、下部は垂直気味である。床面は長径1.7m、

短径0.8mの隅丸方形で平坦である。覆土は明褐色土が主体で、掘削後にそれほど時間をおかず

に埋め戻したことが想定される。

2号土城墓

1号塚を切り、1号土城墓に切られる。1号土城硲に直行する。平面形は長径2.4m以上、短

径1.4mの隅丸方形である。深さは約l.Om、壁は垂直気味に立ち上がる。床面は長径1.9m以上、

短径I.Omの隅丸方形で平坦である。

3.塚群出士遺物

坪之内塚群の出土追物の多くは下翔の坪之内迫跡の包含層や逍構を掘り返した際に混入した

と考えられる。塚の構築に伴って埋納されたと見られる逍物は出土していない。塚の表土や周

辺からは究永通宝や近世の陶磁器が少量出土しており、これらが塚の構築時やその後の活動に

伴うものと考えられる。

5 ・ 12 ・ 13は深鉢で口縁部に隆線による渦巻文様を描く 。大木8b式である。石器 ・石製品
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では打製石斧、磨製石斧、不定形石器、凹石、大珠がある。打製石斧の石材は安山岩もしくは

頁岩でいずれも撥形である。磨製石斧は安山岩と蛇紋岩がある。安山岩のものは刃部を磨くも

ので、蛇紋岩製のものは定格式磨製石斧である。石鏃は無茎の 2・ 6,有茎の22・ 30がある。

31は翡翠製の大珠である。中央近くで斜めに割れる。中央に直線的な穴が貰通する。

弥生時代後期の土器に、碗、有段口縁壷、甕がある。40は底部輪台充填法で成形され、口縁

部は緩く内湾気味に立ち上がる。35の口縁部下端は外側に肥厚し段をなす。36は口縁端部をつ

まみ上げ、内面にハケ調監を行う。

古代では須恵器無台杯、甕、中世では珠洲焼播鉢がある。38は底部回転ヘラ切り痕をナデ消

す。 25~27・ 42は頸部に 2条の波状文と沈線が巡る。26・ 27は同一個体の可能性がある。

近世の遺物には陶器の碗 ．皿 ・播鉢、寛永通宝がある。いずれも塚の表土もしくは周辺の表

土陪から出土した。43は肥前系の染付けの皿である。
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第v章坪之内遺跡A地区

1.坪之内遺跡A地区の概要

坪之内辿跡A地区は坪之内塚群の調査中に発見された遺跡である。逍構の分布は塚群と同様

に丘陵頂部の平坦面と中腹の狭い平坦部の二箇所に別れる。丘陵頂部は縄文時代の竪穴住居か

らなる集落跡である。塚群が築かれる際に包含陪はほとんど削られているものと見られ、 表土

を除去するとすぐに追構面が検出される状況である。平坦面の縁辺は緩やかに傾斜が始まって

おり、竪穴住居はいずれもこの傾斜地で検出されている。竪穴住居の壁面がこの傾斜により消

失していることから、平坦面はさらに広がっていたものと見られる。

中腹平坦部に分布する追構は掘立柱建物やピッ ト、 土坑などで、遺物は弥生時代以降のもの

が多い。このことから頂部の遺構群とは明瞭に分けられるものと考えられる。

丘陵頂部の標高は46m前後、丘陵中腹部の逍構分布範囲の標高は38m前後である。

2.坪之内遺跡A地区の遺構

住居1A (10-9) 

平面形態： 楕円形竪穴住居

規模： 長軸5.6m、短軸4.8m、周壁の高さ0.4,m

内部施設： 石組炉、周壁、柱穴

炉： 長方形石組炉、長軸1.28m、短軸0.84m、炉のほぼ中央に粗製の小型深鉢を埋設。炉石の一

部に半分に割れた石lll1が使われる。

柱穴： 炉の周囲に多くのピッ トが巡る。主柱穴は 6本と見られる。

遺物： 縄文土器 （深鉢 ・浅鉢）、炉内埋設土器、打製石斧、磨製石斧、石皿、叩石、不定形石器

その他： 住居1Bを切る。辿物は覆土中層以上からのものと、炉周辺のものが多い。

住居1B (lO-9) 

平面形態： 楕円形竪穴住居

規模： 長軸5.8m、短軸5.2m、周壁の高さ0.2m

内部施設： 地床炉、柱穴、 ベッド状遺構、周溝、柱穴

炉： 直径0.7mのほぼ円形の範囲が被熱によりやや赤く変色する。

柱穴： ベッド状辿構の内側に柱穴が3基確認できる。

周溝： 周壁の内側に幅0.lm前後の周溝が巡る。

遺物： 調査の段階で住居1Bとの切り合いが確認できなかった。

その他： 住居1A・5号塚周溝に切られる。
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住居2 (11-10) 

平面形態：楕円形竪穴住居

規模 ：長軸7.2m、短軸5.2m、周壁の高さ0.lm

内部施設： 地床炉、柱穴、ベッド状遺構

炉： 長軸2.0m、短軸0.5の長楕円形。ほぼ中央に粗製の小型深鉢を埋設する。

柱穴：ベッド状造構の内側を沿うように柱穴が巡る。主柱穴は6本と見られる。

ベッド状遺構： 住居の西半に残る。幅0.3m、床面からの高さO.lm以内である。

遺物 ：縄文土器（深鉢）、石鏃、尖頭器、打製石斧、磨製石斧、不定形石器

その他 ：住居の上に2号塚が築かれており、検出状態ではすでに上部を削っていたものと見ら

れる。検出面上面で多慨の遺物が出土した。

住居3 (12-10) 

平面形態： 円形竪穴住居か

規模： 長軸4.6m、短軸3.9m

内部施設： 埋設土器

埋設土器： 住居のほぽ中央に位置する。

柱穴： 主柱穴は 8本と見られる。平面形は円形もしくは楕円形に近く、規模は0.6~0.8m前後、

深度は最大のもので0.5mを測る。柱穴の底部はほぽ平坦である。

遺物 ：縄文土器（深鉢）、埋設土器、打製石斧、磨製石斧

その他：周壁 ・炉は確認された。

住居4 (13-ll) 

平面形態： 円形竪穴住居

規模： 長軸7.0m、短軸6.4m、周壁の高さ0.4m

内部施設： 地床炉、周溝、柱穴

炉： 長軸0.9m、短軸0.5m。

周溝： 周壁の内側に幅0.15m、深さ0.lm以内の周溝が巡る。

柱穴：炉を中心に 5本の柱穴が確認される。北東側は攪乱を受けている。主柱穴は6本と見ら

れる。柱穴規模は平面直径0.5m~l.Omの円形もしくは楕円形で、深度は0.3m前後である。

遺物：縄文土器（深鉢）、石鏃、磨製石斧、不定形石器

その他 ：床面は北に向かい緩やかに傾斜する。東は現代の山道に壊される。

住居5 (12-12) 

平面形態 ：長方形柱穴群
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柱穴： 直径0.8m前後の円形。深度は0.4m前後。

遺物： 縄文土器（深鉢）、打製石斧、不定形石器

その他： 遺物は柱穴覆土から少量出土した。

住居6 (14-13) 

平面形態：円形竪穴住居

規模： 長軸 (6.0m)、短軸 (6.0m)、周壁の高さ0.3m

内部施設： 地床炉 2、柱穴、ベッド状遺構、埋設土器

炉： 1基は長軸1.4-mで、もう 1基は長軸0.9m、短軸0.4mである。

ベッド状遺構： 南側壁沿いに幅0.5m、床面からの高さO.lmのベッド状遺構が巡る。

遺物： 縄文土器（深鉢）、打製石斧

その他： 床面は北東方向に緩く傾斜する。

住居7 (12-15) 

平面形態： 円形竪穴住居

規模： 長軸7.0m、短軸4.3m、周壁の高さ0.lm

内部施設：地床炉、柱穴、周壁、周溝

炉： 長軸2.4m、短軸0.5mの長楕円形の地床炉である。中央を道382が切る。

柱穴： 周壁内に小ピッ トが巡る。

周溝： 南北壁沿いに幅0.2m、深度0.lmの周溝が走る。

遺物：縄文土器 （深鉢）、叩石、不定形石器

その他： 確認面上面で縄文土器の小片が多巌に検出された。住居東側は道382とその東側の平坦

面の造成により破壊される。

住居8 (12-15) 

平面形態： 楕円形竪穴住居か

規模： 長軸4.5m、短軸3.5m

柱穴： 六角形に並ぶ。直径0.5m~l.Om、深度0.3m~0.4m、柱穴底部は平坦である。

その他： 住居7と切り合いを持つ。

住居9 (8 -18) 

平面形態： 楕円形竪穴住居

規模： 長軸8.0m、短軸5.4m、周壁の高さ0.4m

内部施設：地床炉、柱穴、ベッド状遺構、周溝、貼床
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炉 ：長軸2.3m、短軸0.9mの長楕円形。被熱の厚さ0.2mである。

柱穴： 地床炉を中心に6本ないし8本の主柱穴が巡ると見られる。

ベソド状遺構： 住居西側の周壁内側に幅0.4m、床面からの高さO.lmのベッド状遣構が巡る。平

坦面は住居内側に緩く傾斜する。

周溝： 住居西側のベッド状造構上の周壁沿いに幅O.lm、深度0.15mの周溝が巡る。

貼床： 厚さ 5cm以下、灰色粘質土の貼床が地床炉周辺に貼られる。

遺物：縄文土器 （深鉢 ・浅鉢・台形土器）、石鏃、叩石、不定形石器、 玉髄

その他： 追物は覆土中及び貼床直上から多量に出土する。住居東側へ緩やかに傾斜し、周壁が

見られない。

建物1 (13-5) 

平面形態： 長方形掘立柱建物 (3間 X 2間）

規模： 桁行き4.8m、梁行き3.6m

柱穴： 直径0.4m~0.7mの円形で、深度は最大で0.5mである。

遺物：柱穴覆土から土師器甕の口縁部破片が出土した。

その他：北側の柱穴が不明瞭であり 、さらに北に延びる可能性がある。

柵1(13-5) 

形態： 柱穴3基からなる柵

規模： 長さ5.4m

柱穴： 直径0.4mの円形、深度0.5m以内。

その他 ：柱穴1基は溝702により切られると見られる。建物 1の東梁間に平行する。目隠し塀と

見られる。

柵2 (13 -5) 

形態： 柱穴5基からなる柵

規模： 長さ7.5m

柱穴： 直径0.4mの円形、深度は最大で0.6mである。

遺物：柱穴覆土から土師器甕の底部破片が出土した。

その他 ：建物 1の南側桁行きにほぽ並行する。

炉 1(3 -18) 

形態： 石組炉

規模 ：長軸1.4m、短軸0.7mの範囲を中心に焼土が分布する。
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炉石： 南側と西側の二辺に炉石が残存する。炉石に加工の痕跡は見られない。

その他 ：中央やや西寄りの焼土面に直径15cm、深さ 5cmほどの窪みがある。炉に伴うと見られ

る柱穴は確認できない。

炉2 (4 -17) 

形態： 地床炉

規模： 長軸l.lm、短軸0.5m。

その他：被熱の厚さはO.lm、堅く焼け締まる。炉に伴うと見られる柱穴は確認できない。

土坑114(10-13)

形態： 楕円形

規模： 長軸0.69m、短軸0.52m、深度O.llm。

その他： 毅土は2層、下層は床面上に薄く堆積する。

土坑172(9 -12) 

形態： 長楕円形

規模： 長軸1.95m、短軸0.66m、深度0.87m。

その他 ：北側下部は根による攪乱を受ける。

土坑196(6 -12) 

形態： 楕円形

規模： 長軸l.Om、短軸0.68m、深度0.27m。

その他：底部はやや丸みを帯びる。

土坑250(8 -19) 

形態： 円形

規模： 長軸0.92m、短軸0.90m、深度0.18m。

その他：覆土は3層で水平に堆積する。底部丸みを帯びる。

土坑202(7 -19) 

形態： 長楕円形

規模： 長軸1.70m、短軸0.80m、深度0.60m。

その他：底部は浅い凹凸を持つ。
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土坑585(11 -12) 

形態： 円形

規模： 長軸0.58m、短軸0.64m、深度0.39m。

その他： 覆土は3層で水平に堆積する。テラスを持つ。

土坑392(13-16) 

形態： 不蟄形

規模 ：長軸0.89m、短軸1.02m、深度0.50m。

その他 ：底部は平坦な面を持つ。住居3と切り合いを持つ。

土坑254(8 -18) 

形態 ：楕円形

規模： 長軸1.06m、短軸1.65m、深度0.26m。

遺物： 縄文土器（深鉢）

その他： 底部はやや平坦で、覆土は両側からの流れ込みと見られる。

土坑629(10-11) 

形態 ：隅丸長方形

規模 ：長軸1.00m、短軸0.62m、深度0.20m。

その他 ：底部中央がやや窪む。毅土は2陪で水平堆積である。

土坑653(13-13) 

形態 ：円形

規模 ：長軸0.68m、短軸0.56m、深度0.23m。

遺物： 縄文土器（深鉢）

その他 ：底部は丸みを帯びる。

土坑630(9 -9) 

形態 ：長楕円形

規模 ：長軸1.92m、短軸0.78m、深度0.21m。

その他： 毅土は4府で、流れ込みが見られる。底部は平坦で、中央に小さな窪みを持つ。

土坑651(13-12) 

形態： 楕円形
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規模：長軸1.21m、短軸0.86m、深度0.35m。

その他：住居4に隣接する土坑である。底部は平坦面を持つ。

土坑709(3 -14) 

形態： 円形

規模：長軸0.86m、短軸0.91m、深度0.31m。

その他：底部は丸みを帯びる。

土坑716(2 -15) 

形態： 楕円形

規模： 長軸1.43m、短軸0.94m、深度0.44m。

その他：底部は広い平坦面を持つ。南側の壁は垂直気味に立ち上がり、北側は中位にテラスを

持つ。

土坑743(3 -17) 

形態： 長楕円形

規模： 長軸l.llm、短軸2.00m、深度0.24m。

その他：底部は細かい窪みをもつ。

土坑765(5 -18) 

形態： 楕円形

規模： 長軸0.88m、短軸0.64m、深度0.20m。

その他：底部は凹凸がある。

土坑768(4 -18) 

形態 ：円形

規模：長軸l.Olm、短軸0.97m、深度0.13m。

遺物：縄文土器 （深鉢）

その他：底部は広い平坦面にやや浅い凹凸を持つ。覆土の堆積は水平に近い。

倒木痕384(9 -17) 

形態： 不整形

遺物：縄文土器 （深鉢）、掻器

その他：覆土はレンズ状堆秘をなし底部は細かい凹凸が広く分布する。地山土の逆転現象は見
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られないが覆土に地山土が粒状に多 く混入する。

土坑770(4 -19) 

形態： 円形

規模： 長軸0.63m、短軸0.76m、深度0.23m。

その他： 覆土は水平堆積で底部は平坦である。

土坑774(4 -19) 

形態 ：不整形

規模： 長軸l.OOm、短軸0.70m、深度0.25m。

その他： 底部は東に向かって深くなる。

土坑752(3 -13) 

形態： 円形

規模 ：長軸1.67m、短軸1.85m、深度0.33m。

その他 ：東側に大きなテラス状の平坦面を持つ。底部は平坦である。

溝775(5 -19) 

形態 ：長楕円形

規模： 長さ1.81m、幅0.42m、深度0.25m。

その他 ：覆土は東からの流れ込みと見られる。

土坑778(5 -19) 

形態 ：円形

規模 ：長軸1.14m、短軸0.92m、深度0.46m。

その他 ：南側に浅い底部を、北側に深い底部を持つ。いずれの底部も丸みを帯びる。北側の壁

の立ち上がりは垂直に近い。毅土の堆積は水平である。

土坑781(5 -19) 

形態： 不整形

規模 ：長軸0.91m、短軸0.91m、深度0.40m。

その他 ：西側中位に平坦なテラスを持ち、束側の底部はやや広い平坦面を持つ。
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土坑784(5 -19) 

形態：円形

規模 ：長軸0.74m、短軸0.72m、深度0.27m。

その他： 壁の立ち上がりは垂直気味で、底部は広い平坦面を持つ。底部中央に小さな窪みを持つ。

土坑790(6 -20) 

形態：円形

規模： 長軸1.25m、短軸l.llm、深度0.41m。

その他：底部は碗形をなし、覆土はほぽ水平に堆積する。

土坑794(5 -14) 

形態：円形

規模．• 長軸0.95m 、 短軸0.94m、深度0.35m 。

その他： 底部は平坦で、壁は緩く立ち上がる。覆土の堆積は水平である。

土坑799(3 -17) 

形態： 不整形

規模： 長軸0.70m、短庫ll!0.80111、深度0.43m。

その他：底部は広い平坦面をもち、壁はやや開き気味に立ち上がる。

土坑791 (6 -20) 

形態： 隅丸方形

規模： 長軸1.45m、短軸0.93m、深度0.22m。

その他：底部は広く 平坦である。

土坑807(4 -12) 

形態：楕円形

規模： 長軸2.08m、短軸1.29m、深度0.21m。

その他： 底部は広く平坦である。

土坑808(5 -12) 

形態： 円形

規模： 長軸0.72m、短軸0.80m、深度0.10m。

その他： 底部は平坦である。
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土坑834(2 -12) 

形態： 楕円形

規模： 長軸0.50m、短軸0.61m、深度0.32m。

土坑901(12-5) 

形態： 長楕円形

規模： 長軸4.10m、短軸1.53m、深度0.43m。

その他 ：覆土の上層は炭と灰が多く混入する黒色土で、下層は暗褐色土である。底部は細かい

凹凸があるが、おおむね平坦である。覆土下陪にこぶし大の際が少祉入る。建物1の柱穴を

切る。

土坑910(14-4) 

形態： 不整形

規模： 長軸2.60m、短軸0.58m、深度0.24m。

その他：浅い溝状の土坑で、ほぼ中央に小さいビットを持つ。

土坑913(15-5) 

形態 ：円形

規模： 長軸0.55m、短軸0.45m、深度0.31m。

その他：底部は平坦である。柱穴の可能性がある。

土坑793(3 -16) 

形態： 楕円形

規模： 長軸0.90m、短軸0.50m、深度0.81m。

その他：縄文土器 （深鉢）が埋設される。深鉢は粗製のもので劣化が著しい。

土坑203(8 -20) 

形態： 不整形

規模： 長軸1.50m、短軸l.Olm、深度0.19m。

立石729(8 -20) 

形態： 円形

規模： 長軸0.67m、短軸0.58m、深度0.13m。
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その他： 南壁沿いに、扁平な円礫が斜めに据えられる。下半部が地中に埋まる。その他の遣物

は見られない。

立石792(6 -20) 

形態： 円形

規模： 長軸0.7m、短軸0.76m、深度0.18m。

その他： 中央よりやや北よりに礫が据えられる。礫は底部よりやや浮いており、確認面より完

全に埋没している。

土坑796(7 -19) 

形態： 不整形

規模： 長軸4.36m、短軸3.60m、深度0.21m。

その他： 不整形で大型の土坑。掘り込みは浅く 、内部に複数の小土坑を持つ。焼土面も見られ

る。東側の小土坑内から 2個の深鉢が重なった状態で出土した。

道382

規模：幅0.8~1.2m、深度0.4m前後。

遺物：珠洲焼 （甕）

その他：丘陵頂部平坦面の東端を南北に走る山道である。現況は完全に埋没している。竪穴住

居など縄文時代の遺構を切る。底部は平均幅0.5~0.8mで平坦である。覆土中から珠洲焼甕の

体部破片が出土した。

溝702

規模： 短軸0.76m、深度0.26m。

その他：掘り込みは浅く、底部はおおむね平坦である。南辺で2条に別れる。

溝974(14-5) 

規模： 短軸0.55m、深度0.14m。

遺物： 縄文土器 （深鉢）

3.坪之内遺跡A地区の遺物

a.土器 ・陶磁器

住居1A • B (44~72) 

44は4単位の大型の把手と、隆線による渦巻文を持ち、斜位の細沈線を充瑣する。頸部は無
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紋帯で、イ本部との境を 3条の沈線で区切る。45・ 46 ・ 48 ・ 49は口縁部に隆線による渦巻文を持

つ。47は口縁部に太い沈線による渦巻文を持ち、頸部に横位の沈線、体部に縦位の沈線で区画

する。64は縦位と横位の複数の沈線で区画をする。56.58 ・ 59 ・ 60も3条から 4条で1組の沈

線を施す。51・ 52 ・ 53は波状口縁の粗製深鉢である。72は無文の浅鉢である。65は石組炉に埋

設された深鉢である。大木8b式古段階が主体である。

住居2 (73~85) 

74 ・ 75は隆線による渦巻文を持ち、斜行沈線を施す。73・ 76 ・ 77 ・ 79は口縁端部に太い沈線

をもつ。76は沈線による渦巻文がある。78は口縁部に太い沈線による渦巻文を持つ。80・ 82は

体部に複数の沈線で区画をする。81は頸部が無紋帯となり体部に縦横の沈線で区画をする。大

木8b式古段階が主体である。

住居3 (86 ・ 87) 

86は波状口縁の深鉢である。87は体部に沈線による大振りの渦巻文と矢羽根状細沈線を充填

する。大木8b式新段階のものである。

住居4 (88~95) 

88 ・ 89は4単位の波状口縁を持つ粗製の深鉢である。90は口縁部に太い沈線が巡る波状口縁

の深鉢である。93は頸部に複数の沈線が巡る。91は降帯による渦巻文を持ち縄文を充填する。

92はイ本部に複数の平行沈線を縦位に施す。95は体部に隆線を縦位に充填する。大木8b式古段

階が主体である。

住居5 (96) 

96は平口縁の粗製深鉢である。

住居6 (97~99) 

97は口縁部に隆線による渦巻文を持ち、 矢羽根状細沈線を充填する。98は火焔型土器である。

頸部が環状に残り 、住居床面に倒置された状態で出土した。99は3条1組の沈線を縦位に施す。

大木8a式新段階が主体である。

住居7 (100~114) 

100は口縁部に 4条の太い隆線と円形の貼付け文を持つ波状口縁の深鉢である。 102は隆線に

よる渦巻文を持ち、斜行沈線を充填する。101・ 103 ・ 104 ・ 106 ・ 107 ・ 108 ・ 111は3条もしくは

4条の沈線を施す。111の底部外面には網代痕が残る。109は口縁端部に沈線による渦巻文を持
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っ。110は火焔型土器の眼鏡状突起である。112は無紋の浅鉢、113・ 114は深鉢の底部である。

大木8a式新段階が主体である。

住居9 (115~174) 

115は口縁部に 3条l組の沈線と波状文を施す大型の波状口縁の深鉢である。117は橋状把手

を持ち、斜位の細沈線を施す。口縁部には沈線による渦巻文を持つ。118・ 119 ・ 120 ・ 123 ・ 

129 ・ 140 ・ 141 ・ 142 ・ 144 ・ 145 ・ 146 ・ 151 ・ 152 ・ 153 ・ 154 ・ 156は隆線による渦巻文を持つ。

118 ・ 156は矢羽根状の細沈線を、119・ 120 ・ 123 ・ 129 ・ 140 ・ 141 ・ 142 ・ 145 ・ 146 ・ 151 ・ 152 ・ 

153は斜行沈線を充填する。116・ 127 ・ 128 ・ 130 ・ 132 ・ 136は口縁部に太い沈線による渦巻文を

持ち、 143・ 162 ・ 163は体部に渦巻状文様と縦位の区画を沈線により描き、矢羽根状沈線を施す。

121 ・ 122 ・ 133 ・ 158 ・ 168は複数の沈線をイ本部に巡らす。131は口縁部に円形の貼付け文を持ち、

複数の沈線を施す。124は渦巻状の大振りの把手である。161は口縁部の沈線区画内に余斗位の細

沈線を施す。157は浅鉢で口縁部に沈線による文様を描き、細沈線を充填する。164は台形土器

である。器壁は厚く 、体部に2個 1組の穿孔を 1対持つ。大木8b式古段階が主体である。

建物1 (175) 

弥生時代後期の甕の口縁部である。口縁端部はやや丸みを帯び頸部は緩く湾曲する。口縁部

内面に横位のハケ調整を行う。

柵 2 (176) 

176は土師器甕の底部で内面にハケ調監を行う。

土坑254(177) 

縄文時代中期の深鉢の底部である。底部に縄文痕が残る。

土坑653(178) 

キャリパー形深鉢の口縁部である。隆線に細沈線を充填し、複数の沈線を施す。大木8b式

段階のものである。

土坑768(179 ・ 180) 

いずれも縄文時代中期の深鉢の底部である。

倒木痕384(185~ 188) 

185は口縁部に横位の隆線が巡り、 上部に円形の貼付け文を持つ大木8b式古段階のもの。
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186は太い沈線による渦巻文が口縁部に付き、体部との境に沈線が巡る。187は火焔形土器の大

振りの鶏冠状把手で大木8a式新段階である。188は深鉢の底部で外面に縄文痕が付く 。

土坑901(181) 

須恵器無台杯の口縁部である。口縁部の開きは大きく 、端部は内側に肥厚する。

土坑796(182 ・ 183) 

182 ・ 183は体部に隆線による渦巻状突起と縦位の沈線を施す。182は隆線問を斜行沈線を充坦

し、183は矢羽根状沈線を充填する。大木8b式古段階のものである。

道382(184) 

珠洲焼甕の体部破片である。

土坑974(189) 

口縁部に沈線による文様を描き、斜位の細沈線を施す。大木8b式段階である。

包含層出土の土器 (190~226)

190は隆線による渦巻状文様を描き、口縁部に隆線が巡る大木8b式古段階である。191・ 

196 ・ 200は隆線による渦巻文を持ち、斜位の細沈線を充填する大木8b式のもの。210も同様と

見られる。206・ 209 ・ 211 ・ 212 ・ 213は複数の沈線が一組となり縦横に施される大木8b式であ

る。193は火焔型土器の袋状突起で、 205は火焔型土器の口縁部である。大木8a式新段階であ

る。194は口縁部に円形貼付け文を持ち、横位の隆線が巡る。大木8b式である。

215~220は古代の遺物である。215は須恵器無台杯の口縁部で、開きは大きく端部は肥厚する。

216は須恵器無台杯の底部で体部との税にケズリ調整を行う。217~219は須恵器甕の体部破片で、

外面叩き目は擬格子、内面の当具痕は217・ 219が同心円、218は平行である。220は士師器甕で

ロクロ整形で底部の切り離しは回転糸切りである。214は珠洲焼の揺鉢で口縁端部は外傾し、卸

目が密に施される。珠洲w期と見られる。

b. A地区出士の石器 •その他

石鏃 (229~242)

230が有茎の他は全て凹基無茎石鏃である。241は調整 ・法址などからも未製品と見られる。

241を除くと直舟は 1~4g、長さは1.8~4.0cmである。2.7cm前後で大小の 2群に分けられる。

石材はチャー トが最も多く、他に頁岩・ メノウ・安山岩がある。
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尖頭器 (243)

長さ6.5cm、幅2.1cm、厚さ1.2cm、重量12gである。石材は鉄石英である。

石錐 (244)

先端が破損する。つまみ部は扁平でやや広くなる。石材はチャー トである。

打製石斧 (245~248・ 250~255) 

完形品4点、欠損品 6点が出土した。いずれも短冊形である。刃部幅は4.4cm~6.5cm、犀さは

l.6cm~3.2cmである。完形品では長さ 9cm~l2cmで、重最は最も軽いもので112g、重いもので

181 gである。欠損品では基部が欠損するものが3点、刃部が欠損するものが2点、刃部と基部

が欠損するものが1点である。

石材は玄武岩 ・頁岩 ・ハン レイ岩 ・輝緑岩がある。完形品はいずれも住居内の毅土からの出

土である。

磨製石斧 (249・ 256~266) 

12点出土している。249は未製品、266は小型磨製石斧である。未製品の他はいずれも欠損品

である。欠損品の残存状況では基部のみを欠損するもの3点、刃部のみを欠損するもの 1点、

基部のみが残るもの 2点、刃部のみが残るもの 2点、刃部と基部を欠損するもの 3点である。

石材は蛇紋岩が最も多く 7点、輝緑岩が4点、ハンレイ岩が1点である。小型を除く刃部幅は

最小で3.9cm、最大で6.4cmである。

263を以外は住居覆土内からの出土である。

石皿 (267・ 268) 

いずれも住居1の石組炉の炉石として転用されていた。いずれも磨面が丸みを帯びて若干凹

み、縁を持つ。裏面はやや丸みを帯びる。

三角刀形石器 (273)

断面二等辺三角形を呈し、各面はほぽ平坦である。底面には凹石状の敲打痕が残る。石材は

輝緑岩である。

その他の石器

274~296は不定形石器である。石材は安山岩 ・ハンレイ岩・チャート ・鉄石英 ・頁岩 ・緑色

凝灰岩 ・流紋岩 ・玄武岩がある。269は敲石もしくは磨り石で扁平な石の平坦面にアバタ状の敲
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打痕が残る。270・ 271は砥石である。やや軟質の石材で、 270は両面に擦痕がある。272はやや

扁平で平面円形の石材の一端が敲打により打ち掻かれ平坦になる。敲石もしくは石鏃石材と見

られる。277は石鏃の素材で両極打法によりはぎ取られている。石材はチャートである。

297~299は立石と見らる、やや大型の自然石である。297・ 298は一部が土坑内から出て据え

られていた。
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第VI章坪之内遺跡B地区

1.坪之内遺跡B地区の概要

坪之内辿跡B地区はA地区の南側にある丘陵頂部とその北側の低地に位置する。丘陵頂部と

北側斜面には埋没した山道が巡る。頂部では縄文時代 ・弥生時代の追物が主に出土し、竪穴住

居 ・フラスコ土坑などが検出された。丘陵北側の低地には埋没した谷があり、その覆土からは

縄文時代の辿物が出土し、上恩からは古墳時代の追物が主に出土している。丘陵頂部の標高は

約36m、低地の埋没谷検出面の標高は約28mである。

2.坪之内遺跡B地区の遺構

道1501

規模：幅1.03m、深度0.35m。

遺物：弥生土器 （甕）、石鏃、勾玉

その他：丘陵東側から登り、頂部南辺沿いと北へ向かって 2本に別れる溝状の道である。底部

は平坦である。現況は完全に埋没している。覆土の最下層は厚さ 2cm前後の堅く締まったも

のである。覆土内から流れ込みと見られる追物が出土している。

住居10(28-44) 

形態：楕円形

規模：短軸 （6.0m)、深度0.45m。

内部施設：地床炉、柱穴

地床炉：住居のほぼ中央に直径0.5m程の焼土の塊が2箇所検出された。

柱穴：柱穴は 2基見られるが、主柱穴は確認できない。

遺物：縄文土器 （深鉢）

その他：内部施設は明瞭に確認できなかった。

住居11 (26-36) 

規模：長軸 (4.0m)、短軸 (3.5m)

内部施設：柱穴、地床炉

地床炉：柱穴群のほぼ中心に焼土の塊が2基検出された。

柱穴：寵径0.3m前後、深度0.4m前後の柱穴 6基が不整形に巡る。

遺物：柱穴内から弥生時代後期の壷・甕が出土した。周辺から土師器小片が少ffl:出土した。

その他： 明瞭に住居の形態は確認できなかったものの、焼土の周囲を柱穴が巡ることから住居

として扱った。周辺の追物の散布から古墳時代のものと考える。

35 



フラスコ土坑1630(29-44) 

形態：円形

規模：長軸0.89m、短軸0.88m、底部最大径0.85m、深度0.5m。

その他：毅土は単層である。上面にはフラスコ土坑1632の覆土に切られる。壁面は確認面から

下に向かって徐々に広くなる。底部はほぼ平坦である。

フラスコ土坑1632(29 -44) 

形態：円形

規模：長軸2.08m、短軸1.50m、底部最大幅1.52m、深度0.72m。

遺物：縄文土器 （深鉢）

その他 ：床面からの高さ0.3m程のところで最も直径が狭く、 l.l~l.3mである。最大径は床面か

ら0.2mの高さまでで、 1.7m前後である。底部はほぼ平坦である。第6層から縄文土器の深鉢

が出土した。

フラスコ土坑1502(29 -44) 

形態： 円形

規模 ：長軸0.81m、短軸1.03m、底部最大幅1.6m、深度1.15m。

その他：床面からの庇さ0.9m程のところで最も直径が狭く、 0.5m前後である。最大径は床面か

ら0.3mの高さで1.6m前後である。底部はほぼ平坦である。覆土はほぽ水平に堆積する。

土坑1002(25 -35) 

形態．・隅丸長方形

規模：長軸1.06m、短軸0.74m、深度0.37m。

遺物： 土師器（高杯 ・甕）、土錘

その他：底部にビット状の落ち込みを持つ。

土坑1026(27 -36) 

形態 ：長楕円形

規模：長軋11.52m、短軸0.67m、深度0.24m。

土坑1503(29 -44) 

形態：円形

規模： 長軸1.09m、短軸1.08m、深度0.40m。
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その他 ：住居10に隣接する土坑である。底部は平坦である。

土坑1501 (29 -42) 

形態 ：楕円形

規模 ：長軸1.84m、短軸1.03m、深度0.35m。

その他：道1501に切られる土坑である。覆土第3層までは道1501のものである。底部は平坦で

ある。

土坑1579(25-43) 

形態： 楕円形

規模 ：長軸1.12m、短軸0.87m、深度0.20m。

その他 ：底部は平坦である。ピットに切られる。

土坑1560(26 -44) 

形態 ：楕円形

規模 ：長軸1.40m、短軸0.94m、深度0.30m。

土坑1563 (25 -44) 

形態 ：楕円形

規模： 長軸1.27m、短軸0.94m、深度0.26m。

土坑1580(25-45) 

形態：不整形

規模： 長軸2.74m、短軸1.95m、深度0.29m。

土坑1564 (25 -44) 

形態： 不整形

規模 ：長軸1.09m、短軸0.93m、深度0.16m。

土坑1534(28 -45) 

形態： 円形

規模： 長軸0.86m、短軸0.71m、深度0.37m。

遺物：縄文土器 （深鉢）、打製石斧

その他：底部は平坦で、壁はほぽ垂直に立ち上がる。覆土は水平に堆積する。
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土坑1515(30-43) 

形態： 不整形

規模： 長軸1.95m、短軸1.65m、深度0.27m。

遺物： 石鏃

その他： 底部に細かい凹凸が多 く、 覆土と地山の境も不明瞭である。倒木痕の可能性がある。

土坑1511 (28 -46) 

形態： 隅丸長方形

規模： 長軸1.72m、短軸0.82m、深度0.34m。

その他 ：壁面は焼成を受けて堅い。床面に焼成の痕跡は確認できなかった。毅土に炭が少飛含

まれる。

土坑1693(27 -43) 

形態： 円形

規模 ：長軸0.62m、短軸0.49m、深度0.19m。

ピット1578(25 -43) 

形態： 円形

規模 ：長軸0.58m、短軸0.44m、深度0.37m。

溝1548(27-43) 

規模： 長さ0.58m、幅0.44m、深度0.37m。

その他： 底部は狭く、深い溝である。

埋没沢

規模： 幅3.8m、深度0.7m。

遺物： 縄文土器（深鉢 ・浅鉢）、土師器（高杯 ・甕）、磨製石斧、石鏃、土製耳飾

その他： 現況では完全に埋没していた。調査区西側から調査区の中央付近で北へ曲がり 、その

まま調査区外へのびる。段を持ちながら徐々に深くなる。底部はほぽ平坦である。覆土は黒

褐色土、明褐色土などが複雑に堆積する。南側の丘陵に向かい層位の混乱は顕著となるが、

この丘陵から流れ込んだ様子はうかがえる。丘陵北側斜面が崩落し、沢に流れ込んだものと

考えられる。上面及び第1層からは古墳時代の追物が出土し、第2層以下からは縄文時代の

造物が出土した。弥生時代以降の追物は第2層以下に混入しない。
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3.坪之内遺跡B地区の遺物

道1501

300は弥生時代後期の甕で、口縁外端を垂下させる。内面に横位のハケ調整を施す。301は翡

翠製勾玉である。長さ4.7cm、厚さ1.9cm、重さ49gである。頭部は丸く、その中央に両面から穴

が開けられる。背面の中央は太く浅い溝が通る。尾部は若千丸みを帯びる面になる。色調は大

部分が半透明の緑色で、まだら状に白色部分が入る。302は不定形石器で石材は凝灰岩である。

住居10(303) 

縄文時代の深鉢の底部である。底面に網代痕が残る。

住居11(304 ・ 305) 

304は弥生時代後期の甕で頸部はコの字状を呈 し、口縁端部はとがり気味である。305は小型

の壷の体部で内面に輪積み痕が残る。

フラスコ土坑1632(306 ・ 307) 

306は大振りの波状口縁を持つ深鉢である。口縁部の形態は王冠型土器に類似し、隆線で文様

を描き、体部との境に2条の隆帯を巡らす。大木8a式新段階のものである。307は大木8b式

段階の波状口縁深鉢である。

土坑1002(308~311) 

308 ・ 309は高杯である。309は杯体部と杯底部の境が明瞭で、 309は脚柱部がふくらみ気味に

延びる。古墳時代中期のものである。311は土錘である。焼成はやや軟質である。

土坑1534(312 ・ 313) 

312は深鉢の体部破片である。木目状の撚糸文を施す。大木7b式段階のものと見られる。

313は打製石斧で石材は頁岩である。刃部が欠損する。

土坑1515(314) 

石鏃で石材はチャー トである。基部は丸みを帯びる、凸茎鏃である。

埋没沢 (315~367)

315~331は第 1層から出土したものである。315は深鉢で口縁部は受け口状である。316は波

状口縁の深鉢で口縁部に撚糸の側面圧痕が付く。大木7b式段階である。317は沈線で描かれた
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文様に細沈線を充填する大木8a式である。318~325は高杯である。319・ 320は口縁部とイ本部

の境が垂下する。古墳時代中期前半のものと見られる。321~324は脚柱部で321は円柱状、他は

中空である。古墳時代中期中葉を中心とした時期のものと見られる。325は高杯の裾の破片であ

る。326~331は土師器の甍である。口縁部の端部は尖り気味で、頸部は「く」の字状である。

330は内面にハケ調整が残る。古墳時代中期前半が中心と見られる。

332~340は第3層からの出土である。332は4単位の波状口縁の深鉢である。口縁部に縦位の

沈線文が充填され、頸部の隆線に爪形文が施される。大木7b式段階の新崎式新段階のもので

ある。333は大木8a式のものと見られ、沈線による文様が施される。334は頸部の横位隆帯が

突出する。335は口縁部に円形貼付け文がある。336は深鉢の底部で網代痕が残る。337は土製耳

飾りで施文はされない。338~340は磨製石斧である。石材はいずれも蛇紋岩である。

341~359は第9層からの出土である。341は隆線による渦巻文様が描かれ、眼鏡状の突起が付

く。火焔型土器に類似する。大木8a式段階のものである。342は大型波状口縁を持つ深鉢で頸

部の隆線に爪形文が施される。新崎式後期のものが在地化したものと見られ、大木7b式段階

である。343は王冠形土器で、隆線による渦巻文様と縦位の隆線が充填された袋状突起が付く 。

344は隆線で充填され、口縁端部の円形貼付け文は中央の穴が貰通する。345は隆線により文様

が描かれる。大木7b式もしくは大木8b式段階のものと見られる。346は新崎式で沈線による

渦巻文を持つ。347は粗製の深鉢である。348は横位の隆線に爪形文を施す新崎式で、大木7b 

式段階のものである。349は隆線に矢羽根状細沈線を充填する。350は大振りな波状lコ縁を持つ

浅鉢である。351は隆帯に刺突を巡らせる。352は地紋の上に縦位の沈線を施す。353は頸部に 3

条の隆帯を巡らし、その最下段の隆帯に刺突を巡らせる。354は粗製の浅鉢である。口縁端部は

内側に肥厚する。355は頸部に爪形文を施し、新崎式の影響を受ける。356は口縁端部に太い沈

線を巡らす。357は縦位の竹管沈線を充填する大木8b式段階のものである。358は粗製深鉢の

底部である。359は不定形石器で石材は安山岩である。360は隆帯で直線文・曲線文を描き、隆

帯上に矢羽根状細沈線と刺突文を施す。北陸系の上山田天神式の影響を受けた大木8a式段階

のものである。361は頸部に3条の沈線を巡らす。362は黒曜石の剥片である。363は口縁部に側

面圧痕を巡らす大木7b式段階のもの、 364は波状口縁に隆帯を巡らす大木7b式もしくは大木

8 a式段階のものである。365・ 366は粗製の深鉢である。367は口縁部に側面圧痕と竹管による

爪形文を施し、東北系と北陸系の影響を受ける。大木7b式段階のものと見られる。367は磨製

石斧の刃部で石材は輝緑岩である。

包含層出土の遺物

369は隆帯で渦巻文や直線文、曲線文を施す。火炎型土器に類似する大木8a式段階のもので

ある。370は口縁部に交互刺突を巡らし、371は縦位の細沈線を巡らす。いずれも大木8a式段

階である。372は隆帯に爪形文を施す新崎式で大木7b式段階である。373は隆帯に爪形文を巡
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らし、沈線により直線文、曲線文が描かれる。北陸系で大木8a式段階である。374は王冠形

土器で隆帯で曲線文が描かれる。把手は小梨である。大木 8a式古段階に位樅づけられる。

375 ・ 376は牲製深鉢である。377は口縁部に隆帯で渦巻文が描かれ、頸部に隆線が巡り、イ本部

には縄文が残る大木8a式古段階である。378は口縁部内面に円形貼付け文を施す。379は口縁

部に穿孔がある。380は沈線で曲線文を描く。381は王冠形土器と見られる。口縁部の橋状突起

に細かい刺突が密に施される。

382は土師器碗である。外面は横位のミガキ調整を行う。383も丸底の碗で、口縁部は内湾気

味である。382・ 383は古墳時代中期のものと見られる。384は弥生時代後期の器台である。ロ

縁端部は上方に短く折り曲げられ、脚端部は下方に折り曲げられる。口縁端部外面には横位の

ハケメが残る。脚裾部に 3箇所、ほぼ同間隔に穿孔がある。385~398は高杯である。386・ 387 

は杯体部と底部の境に段が付き、 389は赤彩が施される。弥生時代後期段階の後半のものと見

られる。他は古墳時代中期の所産と見られる。

399は弥生時代後期の甕口縁部の細片で、赤彩が施される。400~403は古墳時代中期と見ら

れる甕である。404は弥生時代後期の小型の壷の肩部である。肩部は大き く開く。口縁部の付

け根は上方に向く。405~408は土師器甕の底部でいずれも厚手である。

409は古墳時代後期の須恵器杯葱である。端部は面を持つ。TK23もしくはTK47型式のも

のと見られる。410は古代の須恵器無台杯の口縁部で開きは大きい。411は中世の土師器皿であ

る。体部と底部の疫に沈線が巡る三島刈羽型である。412は珠洲焼の甕の1本部破片である。413

~423は近世の陶磁器の碗である。414・ 416 ・ 419は肥前系である。416は銅緑釉がかかる内野

山北窯産と見られる。417・ 418は瀬戸焼である。

426~428、430・ 431は石鏃である。石材は427は頁岩、 431は安山岩、他はチャートである。

428は両極技法により制作されたと見られる。432・ 433は打製石斧である。石材は432が頁岩、

433は凝灰岩である。434は不定形石器で石材は頁岩である。435~438は磨製石斧で、石材は

435~437が蛇紋岩である。439は砥石で石材は凝灰岩である。440は鍛冶滓と見られる。441は

党永通宝である。
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第vn章坪之内遺跡C地区

1.坪之内遺跡C地区の概要

坪之内追跡C地区はB地区の南側の水田内に位置する。追構検出面の標高は18m前後である。

逍構検出面の地形は丘陵のある北側が高 く南に向かって徐々に低くなる。逍構の分布は調査区

の北半分に多く、南へ向かって少なくなる。

基本層序はI肘から＼If陪に大別された。。陪は暗褐色の表土 ・耕作土、 II府はオリープ灰

色 ・黄灰色の粘質シルト、皿陪は灰色中心の粘質シルト、W層は洪水に伴うと見られる堆積層

で砂質土を多く含むシル ト陪、V層は黒褐色を中心とし炭化物を多く含む粘質シルトの逍物包

含層、VI層は緑灰色・灰オリープ色の粘質シルトの地山（追構検出面）である。I¥I屑の洪水堆

積層は地山而が高いC地区北側では確認されず、地山而が低くなる調査区中央付近から南側に

かけて堆梢する。m層からは辿物の出土がほとんど見られない。

2.坪之内遺跡C地区の遺構
建物2(38-51) 

平面形態： 長方形掘立柱建物 (3間以上 X 2間）

規模： 桁行き5.lm、梁行き3.8m

柱穴：直径0.4m~0.6mの円形もしくは隅丸方形で、統一性は見られない。柱根は残らず、毅土

の観察からも柱痕は確認できない。確認面からの深度は0.3~0.Smである。柱間は桁行きが1.7

mで均ーで、梁行きは確認されるところで1.9mである。

その他 ：西側は調査区の外に延びる可能性がある。建物は溝2034を切る。

溝2001(39-51) 

規模： 残存長8.02m、幅0.79m、深度0.17m。

遺物 ：須恵器 （無台杯 ・壷．甕）、 土師器（甕 ．JilL)、珠洲焼 （揺鉢）、青磁（碗）、鉄釘、鍛冶

滓、靴の羽口

その他：溝の正確は不明である。床面は北東方向に徐々に低くなる。底部は船底状で凹凸が多

い。毅土内から辿物が多乱に出土した。毅土はレンズ状の堆積である。建物2と切り合いを

持ち、土坑2027を切る。

土坑2027(39-51) 

形態：不整形

規模：長軸3.01111、深度0.35111。

その他： 溝2001に切られ、土坑2029を切る。

42 



土坑2029(39-51) 

形態：円形

規模： 長軸0.64m、短軸0.72m、深度0.82m。

遺物 ：須恵器（無台杯） ・土師器（無台碗）

その他 ：平面規模に比べ深いものである。底部はややとがり気味である。

土坑2080(39-52) 

形態： 不整形

規模： 長軸2.08m、短軸1.97m、深度0.69m。

その他 ：大型の土坑である。底部は丸みを帯びる。逍物は出土しない。

土坑2047(39-52) 

形態： 不整形

規模： 長軸2.46m、短軸1.08m、深度0.18m。

その他： 土坑2080に切られる。深度は浅い。

土坑2052(39 -51) 

形態： 隅丸長方形

規模： 長軸1.36m、短軸0.60m、深度0.14m。

その他：北側にピット状の落ち込みがある。

ピッ ト2071 (39 -53) 

形態： 円形

規模： 長軸0.47m、短軸0.46m、深度0.38m。

その他 ：底部にピット状の落ち込みが見られる。

ピッ ト2072(40-53) 

形態： 円形

規模： 長軸0.37m、短軸0.34m、深度0.35m。

遺物： 土師器無台碗

溝2034(39 -51) 

規模 ：深度0.4m。

遺物 ：須恵器（藷 ・無台杯 ・有台杯 ・甕）、鍛冶滓
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その他： 毅土は砂を多く含む黒褐色シルトである。建物2の柱穴に切られる。丘陵のある西側

から東へ向かって低くなる。毅土中から逍物が出土した。

3.坪之内遺跡C地区の遺物

漬髯2001(442~471) 

古代では須恵器の無台杯 ・有台壷 ・甕、土師器は甕が出土した。中世では土師器皿と珠洲焼

揺鉢、青磁碗がある。他に鉄釘、鍛冶滓、輛の羽口がある。442は外底面に粗いナデを行い、内

面は広く煤が付珀する。443は回転ヘラ切り痕を牲くナデ消す。444は外面体部下端にケズリを

行う。土師器皿は手捏ね成形によるもので、451~454は口縁部に横ナデによる段ができる三

島 ・刈羽型である。455~457は器壁は簿＜胎土が緻密で焼成が堅緻である。珠洲焼播鉢の口縁

端部は丸みを帯びた面が外傾する。459は器壁が薄く直線的に開く。463は7目の卸目が波状に

入る。464は5目の卸目が八方に刻まれ、底部外面は切り離し痕をケズリにより消す。青磁碗は

鏑をもつ蓮弁文を持つ。

ピット2005周辺 (472~481)

古代の追物がピッ ト周辺で集中して出土した。須恵器では472は有台杯の口縁部で灰色を呈し

軟質である。甕の外面叩き目は擬格子である。土師器甕は厚手の平底で胎土に小礫を多く含む。

ピット2006周辺 (482~485)

古代の須恵器、杯蓋 ・無台杯 ・横瓶が出土した。484は横瓶の肩部で外面は密にカキメを施し、

自然釉が広くかかる。胎土は灰色で緻密、焼成は良好で堅緻である。

土坑2029(486~488) 

古代の須恵器無台杯と土師器無台碗が出土した。須恵器無台杯は器壁が薄く、口縁部が大き

く開く。土師器無台碗の底部は大きく 、487の胎土には海綿骨針が多批に含まれる。

湯12034(489~496) 

古代の須恵器が出土した。杯蓋 ．碗 ・無台杯 ・横瓶 ・甕がある。杯薔の天井部は若干丸みを

帯び、丁寧なナデ調整を行う。493の外面叩き目は格子状だが、叩き目がナデによりつぶれる。

内面当具痕はナデ消される。他に鍛冶滓が出土した。

土坑2047(497) 

古代の須恵器無台杯の口縁部の小片が出土した。
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2050 (498) 

中世の土師器皿である。三島刈羽型で、横ナデによる段は浅い。

2064 (499 ・ 500) 

古代の須恵器杯蓋と無台杯が出土した。杯蓋は器壁がやや庫く、無台杯の口縁部は直線的に

開く 。

ピット2072(501) 

古代の土師器無台碗で、体部は内湾気味に開く 。底部の糸切り痕をナデ消す。

ピット2205(502) 

鍛冶滓が出土した。

試掘調査出土遺物 (503~513)

古代の須恵器無台杯、壷 ．鉢、土師器無台碗 ．甕 、中世の姿器系の甕である。504の無台杯

は外底面のヘラ切り痕をナデ消す。505の壺は内底面に自然釉がつく 。507の鉢は灰色を呈し軟

質で、口縁端部が内側に肥厚する。509は口縁端部外面に面を持ち、頸部が「く 」字に屈曲し、

口縁部が長くのびる。512は回転糸切り痕が残る。513は口縁部が「N」状で、肩部に薄く釉が

かかる。

包含層出土遺物 (514~617)

古墳時代後期から中世のものである。古墳時代後期のものには土師器の碗 ・高杯・甕がある。

514は口縁部が内湾する。515は器壁が厚く、調整は粗雑である。516・ 517は口縁部が長く外反

し、内面に黒色処理を行う。518~523は高杯である。口縁部は大きく外反する。脚部はふくら

みを持つ。 584・ 586 ・ 587は甕である。584は内外面にハケメが残る。

古代の須恵器には杯蓋 ．碗・有台杯 ・無台杯 ・壷 ・横瓶 ・甕があり、土師器では無台碗 ．

甕 ・鍋がある。また、緑釉陶器の有段皿がある。524は擬宝珠状のつまみで、焼成は軟質である。

天井部は高く丸みを帯びる。 525は丁寧なナデを行い、 526~528は肩部にケズリを行う。 528の

外而端部に重ね焼き痕がある。529は碗の口縁部でイ本部が内湾し、口縁部が短く外反する。有台

杯はいずれも底部で、高台の取付部は1本部外周沿い、もしくはやや内寄りである。532の外底面

に墨痕がつく。536~554は無台杯である。器壁がやや厚く、口縁部の開きが小さいものと、器

壁が博く口縁部が大きく開 くものがある。後者は小泊窯産のものと見られる。555~571は土師

器無台碗である。底部破片はいずれも回転糸切りとみられ、底径が大きいものと小さいものに

分けられる。563は内面体部に強く煤が付着し、灯明皿などとして転用されたと見られる。572
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は緑釉陶器の有段皿である。内面の1本部と底部の境に段を持つ。口縁端部は短く外反する。高

台は貼付けの三角高台である。施釉は内外面の全体に行われるが、高台端部の接地面にはみら

れない。胎土は灰色を呈し、白色の小礫が極少址混入する。574・ 575は高台を持つ壷の底部で、

574はイ本部外面と外底面に自然釉がかかる。573は横瓶の口縁部、576~579は甕の口縁部である。

576は頸部に波状文を施し、自然釉が簿くかかる。580~585は甕の口縁部である。585は口縁部

が緩く外反し、他は口縁端部を内側に折り血げる。586・ 587は厚手の甕底部である。588・ 589 

は外底面にケズリを行う。590~593は糸切りの甕の底部である。594は鍋の口縁部で、端部は

外側に肥厚する。

595~607は中世のものである。595~597は土師器Illlである。いずれも手捏ね成形によるもの

で、 595・ 597は三島刈羽型である。595は口縁部と体部の境に明瞭な段ができる、597は段と沈

線が入る。598は青磁碗である。599~603は珠洲焼の播鉢である。599は注口部の破片のため口

縁部が外反する。器壁は薄く、体部はややふくらみを持つ。卸目は波状に入る。600~602のロ

縁端部の面はやや凹みを持つ。603の底部切り離しは回転糸切りで、 9目の卸目を12条入れる。

604~605 ・ 607は珠洲焼の甕である。604の口縁部は短く外反する。608は壷の底部である。606

は姿器系陶器の甕である。

609は土錘で、 610~617は鍛冶滓である。
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第VID章まとめ

1.坪之内塚群

坪之内塚群は11基からなる塚群で今国の調査で全基の発掘を行った。5号塚は府位に攪乱が

多く明瞭な切り合い関係は確認できなかったが、盛土の質や基底部の状況から 2基の塚がつな

がって構築されたものであると推定された。塚の盛土からは多くの辿物が出土したが、いずれ

も塚の構築以前の追物であった。また、塚周辺から党永通宝が出土しているが、これらが塚に

直接関連するという確証はなく、築造の時期や目的については不明と言わざるをえない。 1号

塚と 8号塚では頂部のほぼ中央に築造後の掘り込みが確認され、盗掘坑であると考えられる。

しかし、陶磁器などの破片すら出土しておらず、埋納されていたものの痕跡は残っていないた

め、推測の域を出ない。

A群では8号塚と 5号塚を除き調査前の形状は平面円形であったが、 1号塚では方形に巡る

周溝が、 5号塚では方形の一部が途切れた周溝が検出された。また、 6号塚と 7号塚では基底

部が方形に削られていることが確認された。8号塚の基底部も方形に削られている。A群には

8基の塚が築造されたが、 8号塚とそれ以外のものでは立地及び形態に明瞭な違いが認められ

る。8号塚は丘陵頂部平坦面のほぽ中央に位置し、形態は広い平坦面を持つ台状のものである。

これに対し、他の 7基は丘陵頂部の縁辺を巡るように立地し、形態は四角錐状であったと想定

される。頂部に平坦面があったとしても狭いものと考えられる。しかし、これら 7基も配置の

計画性を認めることはできない。B群の3基も立地は丘陵の中腹であるが、塚の形態や構造は

1号塚から 7号塚とほぽ共通する。追物を伴わないという点でも同様である。

塚の性格には道標やさまざまな橙界を明示するものなどが想定されるが、これらは道などか

ら見える場所などに構築されたり 、一連の規格で配置される。しかし坪之内塚群は東側に確認

された道沿いに規則的に並ぶこともなく、配置に計画性を持つものでもない。塚の性格は不明

であるが、可能性の一つに墓ということもあげられる。 しかし、物証は何も得られておらず推

測の域を出るものではない。

坪之内塚群が何II寺、何の目的で築造されたかを明確にすることはできないが、他にも西山町

には多くの塚及び塚群が存在する。これらの立地、形態などの研究により坪之内塚群の性格も

明らかになると考えられる。

2.縄文時代中期

当期の遺物はA地区の頂部平坦部、 B地区埋没沢、 B地区頂部からまとまって出土した。

A地区は円形もしくは楕円形の竪穴住居が広場的な空間を囲むように環状に配悩される。炉

は石組炉が2基で、他はいずれも地床炉である。蒻域は確認されず、 蕊堀も把握することはで

きなかった。集落としての特徴であるのか、塚が築かれた際に破壊されたのかは判断ができな

かった。A地区で出土した土器は大木8a式新段階から大木8b式新段階のものである。大木
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8 a式新段階では火炎型土器をはじめ在地系のもので構成される。この時期の住居に住居6が

あげられる。大木8b式古段階になると辿物屈が翡富になり 、住居1A・住居2・住居4.住

居7.住居9がこの時期のものである。この時期の土器もそのほとんどが在地系のものに占め

られる。大木8b式新段階の住居は大振りの渦巻文に矢羽根状沈線を充填する87が出土した住

居3がある。倒木痕や土坑、包含陪出土の土器も大木8a式新段階のから大木8b式新段階の

もので、中でも大木8b式古段階のものが醤的に豊富である。A地区では在地系のものがほと

んどであり、他系統の土器がほとんど見られない事が特徴的である。

B地区は埋没沢の形成に見られるように丘陵の崩落や山道の造成などにより地形が改変され

ており、集落の様相は不明である。しかし、竪穴住居 l棟とフラスコ状土坑3基が確認され、

埋没沢の覆土からは多砿の土器が出土した。B地区では大木7b式段階から大木8a式新段階

のものが主体となり、A地区に対して、大木8b式段階のものが少ない。大木7b式段階の士

器では北陸系の新崎式のものが主体となり、これに束北系のものが加わる。また、両者が融合

した在地化したものも見られる。フラスコ土坑1632から出土した306は王冠型土器の初期段階の

ものと見られる。大木8a式段階になると火炎型・王冠型の在地系のものが増え、北陸系の上

山田 ・天神式の影評を受け、東北系の影靱を受けるものは減少する。大木8b式段階になると

B地区では遣物益が減少する。

両地区を通じて、石器では打製石斧 ・磨製石斧 ・石鏃が定飛出土し、当期の一般的な様相を

示す。しかし、装飾品では翡翠製大珠と土製耳飾りが各1点出土しているのみで極端に少ない。

また、土偶や石棒が見られないことも特徴である。 A地区では墓域が明確でない、このことが

当集落の祭祀の形態に関係するものかは不明である。

以上、A地区及びB地区の土器の様相から、 B地区では集落の様相が不明ではあるが、大木

7 b式段階から、 B地区において居住を開始し、大木8b式段階にかけてA地区へ移動したこ

とが考えられる。

当辿跡の特徴的な追物に台形土器があげられる。土器製作台としての機能が推測されている

が、類例が少ないものである。当遺跡の台形土器は住居9の床面のほぽ直J:.で、脚部を床に向

けた状態で出土した。脚部内には毅土が詰まっていたため、住居内に据えてあったものが埋ま

ったものかは定かではない。器壁は厚く、 天井部は特に厚手の作りある。天井部の外側は口縁

部状に広がっていたものと見られるが、脚部の付け根で破損しており残存していない。胎土に

小礫が多く含まれる。脚部には 2個 1組の穴が脚部中央よりやや上に一対開けられる。これは

他の遣跡で出土した事例でも見られることである。調整は粗雑で縄文などは施されないことか

ら装飾以外の目的で開けられた可能性もあるのではないかと思われる。二次焼成は見受けられ

ない。脚端部が若干摩滅しているが、 天井部に顕著な使用痕は確認できなかった。今回の事・例

でも使用法を明確にすることはできなかったが、厚手の作りなため、やや小さめの作業台とし

ての機能は果たせるのではないかと考えられる。
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3.弥生時代後期～古墳時代後期

これらの時期の追物は一定捐出土しているものの、辿梢を明確に把握できなかった。追物の

時期は 2度の断絶が認められ、大きく 3時期に分けられた。

弥生時代後期の追物はA地区の中腹と B地区の丘陵頂部でまとまって出土している。A地区

では壺．甕などが出士した。追構に伴うものでは建物 1の柱穴から甕の口縁部破片が1点出土

した。B地区の丘陵頂部では埋没した山道の覆土内からではあるが、当期の翡翠製勾玉が出土

し、その近くから辿構に伴うものではないが、ほぽ同時期と見られる器台 ・甍 ．壷が出土した。

器台は近江系もしくは東海地方の影郷を受け、在地化したものである。勾王は大型のもので、

その特殊性が伺われる。しかし、 B地区の調査範囲が狭く地形が大幅な改変を受けていると見

られることなどから、その集落の様相は全く不明なであった。

古墳時代中期から後期の追物はB地区の住居11周辺と C地区から出土した。住居11周辺では

甕 ・高杯が少趾出土したのみで、逍構も把握できたものは住居1棟であることから、短期的な

居住が行われたものと見られる。古墳時代後期の造物はC地区を中心に出土したが、造構は把

握できなかった。逍物には内黒処理を行う碗、須恵器杯蓋、甍が見られる。追物量は少なく、

時期幅も狭いことから短期間のうちに廃絶したものと見られる。

4.古代

C地区で掘立柱建物 1棟、土坑・ビットなどが確認され、逍物も C地区で多く出土した。

A・B地区でも少罷の追物が出土しているが、当期の住居跡をはじめとした遺構は確認できな

かった。C地区出土の追物のほとんどは包含陪からの出土で、ある程度の時期幅がある。須恵

器食膳具では無台杯が多く、その中でも小泊窯産と見られるものが多くを占める。土師器無台

碗は辿存状態が良好なものが少ないが、 501は1コ径に対して底径が大き く口縁部が内湾気味に立

ち上がる。底部破片は底径が大きいものが見られる。土師器甕の口縁部は端部を上方に折り曲

げるものが多い。春日氏の編年（春日1999)のW期が主体である。

5.中世

C地区で主に追構・追物が確認された。建物跡は把握できなかったが、遣物は定益出土して

いる。溝2001は混入品を多く含むが当期の資料がまとまって出土した。珠洲焼捕鉢は卸目を波

状に施す463,器壁が簿く焼成が堅緻な459,外底面の糸切り痕をケズリにより消す464などはII

期と見られる。460~462はm期と見られ、 13批紀前半から後半までと時期幅が認められる。土

師器皿では451~454は口縁部下に横ナデによる段を持つ三島刈羽型で、 13世紀後半にこの地域

で一般的に見られるものであるが、 455~457は器壁が源＜丁寧なナデ調整を行い、焼成は良好

なものである。現在のところ当地域で類例は認められず、時期 ・系譜などは不明のものである。
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465の鉛蓮弁文の青磁碗は14世器頃と見られる。その他の追構や包含層から出土したものでは

珠洲焼の599・ 603はII期、その他のものがm期、土師器Jlllはいずれも三島刈羽型で13世紀後半

のものである。C地区は13世紀後半に逍物羅が最も充実する。
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《要約》
1.坪内塚群・坪之内追跡は新潟県刈羽郡西山lllI大字坂田字坪之内・大字新保字向l且に所在す

る。

2.発掘調査は県代行町道南脳寺線道路改築工事に伴い、平成12年度から平成14年度にかけて

行った。整理作業は平成16年度まで行った。

3.坪之内塚群は曾地丘陵西麓の独立段丘上に立地し、丘陵頂部に 8基、北側斜面中腹の平坦

部に 3基が存在する。発掘調査は11基に対して行った。

4.坪之内塚群では塚の築造に伴う辿物は出土せず、その築造時期・目的などは不明である。

5.坪之内辿跡の発掘調査はA・B・C地区に分けて調査を行った。各調査区の調査面積はA

地区4.150rri、B地区2,850n-i、C地区260面である。

6. A地区は縄文時代中期前葉から中築の竪穴住居が環状に並ぶ集落が主体である。

7. A地区では竪穴住居が9棟確認され、うち 1棟は石組炉を持ち、他の住居の炉は地床炉で

あった。

8. A地区では竪穴住居の覆土より多鐙の辿物が出土した。土器はその多くが在地系で、大木

8b式古段階のものが最も充実する。

9. B地区では縄文時代中期前葉から中期中葉を中心に、弥生時代後期 ・古墳11寺代中期・古墳

時代後期の逍物が出土した。

10. B地区の縄文時代の主要な辿構には竪穴住居1棟、フラスコ状土坑3基がある。

11. B地区の弥生時代以降の逍構は明確ではない。

12. B地区の弥生時代後期の辿物には器台 ・高杯 ・壷 ．甕 ．翡翠製勾玉がある。

13. C地区では古墳時代後期 ・古代 ・中世の辿物が出土した。

14. C地区の主要な追構には古代の掘立柱建物1棟、中世の溝がある。

15.古墳時代後期の遺物にはうち黒処理を行う碗がある。

16. C地区の掘立柱建物は3間X 2間が確認されたが調査区外に広がる可能性がある。

17. C地区の古代の造物は9世紀後半から10世紀初頭を中心とする。特徴的な追物に緑釉陶器

の有段Jillがある。

18. C地区の溝からは中世の辿物がまとまって出土した。時期は輻があり 、13世紀前半から14

懺紀初頭頃までのものである。
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春日真実 1999 「第2節 土器編年と地域性」 「新潟県の考古学」謀志秤院
金子拓男 ）990「三嶋郡の分立」 ・「交通と交通路」 「柏崎市史J..t巻 柏崎市史紺さん室

刈羽村教脊委員会 1995 「枯木A辿跡J
刈羽村教脊委且会 1998 「払川 ・山ノ脇逍跡J
刈羽村教育委貝会 1999「払川遺跡J

川村浩司 1999「2 須恵器の様相」 「新潟県の考古学j高志惜院
斎藤孝正 ・後藤建ー 1995「須恵器集成図録 第3巻 東日本編。」

今池追跡群における奈良 • 平安時代の土器」 r上新バイバス関係追跡発
坂井秀弥 1984 掘調査報告I 今池遺跡 ・下新町辿跡 ・子安追跡J （新渇県埋蔵文化財発掘

調査報告雹第35集）新潟県教育委貝会
坂井秀弥 1989 「新潟県の黒色土器ー6~8世紀を中心に一」 「束国土器研究J節2号

坂井秀弥 ・川村浩司 1993 「古墳出現前後における越後の土器様相一越後 ・会津 ・能登ー」 「磐越地
方における古墳文化形成過程の研究J

坂井秀弥 ・鵡I川正昭 ・春日真実 ．1991 「佐渡の須恵器」 「新潟考古」
品田莉志 1990 「越後における古墳時代土器の変遷一柏鮪平野の中期～後期を中心に

- 「柏崎市立博物館報No.4J柏崎市立博物館
品田嵩志 1992「越後における古瑣時代土器の変遷」 「柏崎市立t専物館報No.6J柏崎市博物館
品田高志 1994「古代三品郡と古代土器の様相一柏鮪平野における古代史理解に向けて

ー」 「柏崎市立栂物館報No.8j
品田高志 1997「第2節 越後国における土師器の変遷と諸相」 「中 ・近世の北睦一考古学

が諾る社会史一j
品田高志 1999a「3 柏崎平野の土師器編年」 「新潟県の考古学j甜志魯院
品田高志 1999b「第1項 中世土師器」 「新潟県の考古学」高志柑院
田嶋明人 1986 

「古代土器編年軸の設定ー加賀地域にみる 7世紀から 11泄紀頃にかけて
田嶋明人 1988 の土器群の推移ー 「シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題 （報告

編）石川考古学研究会 ・北陸古代土器研究会
中枇土器研究会編 1995 「概説 中枇の土器 ・陶磁器」真1湯社

出越茂和 1997 「北陸古代後半における椀lul宜器（後） 「北陸古代土器研究」第7号 北陸
古代土器研究会

十日町市教育委員会 1998 「笹山遺跡発掘調査報告柑j
長岡市教育委員会 1998 「中道遺跡j
新潟県教育委員会 ．1979「狐山塚群j
新潟県教行委貝会 1982「尾野内辿跡」 「埋蔵文化財発掘調査報告¥.} 尾野内辿跡 ・芦ヶ崎砦跡」

新潟県教育委員会
新潟県教育委員会

新潟県教脊委員会

新渇県教育委貝会

新潟県教脊委貝会 ・財団法人

新潟県埋蔵文化財調査事業団

新潟県考古学会編
西山町

西山町

西山町

（新潟県埋蔵文化財発掘調査報告書第30)
1983 「内越辿跡」
1984「今池逍跡 ・下新町辿跡 ・・:r-安追跡j
1989「UI三賀「逍跡」
1994「上越市春日 ・木田地区発掘調査報告魯、一之口辿跡東地区j

「消水上遺跡 aJ
「新潟県の考古学J硲志杏l浣
「西山町史J
「i!.4山町の民俗と文化財」
r萩匹山町史J
「高塩B遺跡発掘調究報告杏j
［多岐の脇追跡発掘調査報告秤j
「二塚 ・甲田城跡発掘調査報告府j
「野崎辿跡発掘濶査報告柑」

西山町教育委il会
西山町教育委貝会

西山町教育委員会

西山!llf教脊委貝会
西山11rr教育委貝会

日本考古学協会新渇大会実行委貝会

北陸中世土器研究会編

吉岡康暢

吉岡康暢

利島村教育委員会
和島村教育委員会

和島村教育委員会

和島村教脊委員会

和島村教育委貝会

1996 
1999 
1963 
1970 
1980 
1983 
1985 
1991 
] 994 
2003 
1993 
]997 
1991 
l994 
1991 
1993 
1994 
l995 
1996 

「宮ノ前逍跡発掘調査報告柑j
「東日本における古墳出現課程の再検討J
「中 ・近世の北I塗一考古学が語る社会史ー」桂密房
「日本海域の土器 ・陶磁器」古代編 六典出版

r巾lせ須忠器の研究j古川弘文館
r八幡林辿跡j （和島村埋蔵文化財閾査報告1ド第1集）
「八幡林辿跡」 ｛和島村埋蔵文化財糊査報告掛第2集）
r八幡林辿跡J（和島村埋蔵文化財腑査報告柑第3集）
「,,~新逍跡J （和島村埋蔵文化財閥査報告許第4集）
r八幡林辿跡 外割田地区j （和島村埋蔵文化財調査報告舎第5集）

52 



別表1 塚一覧表
← ← 

塚番号
平面形態

掘削前

1号塚 円

2号塚 円

3号塚 円

4号塚 円

5号塚 方

6号塚 円

7号塚 円

8号塚 方

9号塚 円

10号塚 円

j1号塚 円

別表2 住居等一覧表-- - --

住居番号 地区

住届lA A 

住居lB A 

住居2 A 

住居3 A 

住居4 A 
住居5 A 

住居6 A 

住居7 A 
住居8 A 

住居9 A 

住居10 B 

住居II B 
建物］ A 
建物2 C 
柵1 A 
柵2 A 

炉I A 
炉2 A 

別表3 遺構一覧表

A地区
遺溝番号

住居 I A•B

住居2
住居3

住居4
住居5
住居6
住居7

住居8
住居9

建物I

柵1
憫2
炉l
炉2

土坑114
土坑172

土坑196
土坑250

土坑202
土坑585

土坑392
土坑254
土坑629

土坑653
土坑630
土坑65]

土坑709
土坑716
土坑743

土坑765
土坑768
倒木痕384

墓部

方

方

方

方

方

方

位置

10-9 

10-9 

1J•10 

12-10 

l 3•l l 
12-12 

l4•J 3 

12.15 
12-15 

8•18 

12-4 

13-5 

1 3•5 
3-18 
4-]7 

クリッド

10-9 

l l ・ J O 
12-10 

I 3•l l 
12-]2 

14-13 
12-15 

12-15 
8-18 
l24 

J 3•5 
l3•5 
3• 1 8 
4-17 

J0-13 
9-12 
6-12 

&19 
7-J9 
11-12 

13-16 
8-18 
l().ll 

13-13 

9-9 
13-12 
3-14 

2-15 
3•J 7 
5-18 
4-18 

9• 1 7 

規模

長辺 短辺

4.6 4.6 

4.4 4.4 

4.4 4.4 

2.8 2.8 

10.4 6.9 

9.0 9.0 

6.0 6.0 

8.0 8.0 

5.J 5.1 

3.8 3.8 

5.4 5.4 

平面形 規模

格円 6.5も

楕円 6.0"5 

楕円 4.8冴．0

円形？ 3が26

円形 5.2"42 
長方形

円形 4 0•34 

円形 5.6'4.4 
楕円 5.8'2.2 

杓円 56'4.4 

長径 短径

0.69 0.52 

1.95 066 
1.00 0.68 

0.92 090 
1.70 080 
0.58 0.64 

0.89 J.02 
l.06 1.65 

l.00 0.62 

068 0.56 
1.92 0.78 

121 0.86 
0．部 0.91 
1.43 0.94 
l l l 2.00 
0.88 0.64 
l.0l 0.97 

盛土 施設 備考
新潟県

高さ 遺跡台帳No.

水平 周溝
頂部中央に攪乱

l l4 
1.2 硲坑s.4（近世）に切られる

0.7 水平 1号土坑に切られる 115 

0.7 水平 4号塚に接する 116 

0.4 水平 3号塚に接する 117 

0,5 水平 周溝 118 

1.3 方形基底部 119 

1.4 方形基底部 120 

12 方形基底部 頂部中央に攪乱 164 

1.1 165 

0.8 周溝 166 

II 北憫が崩落 167 

炉 主柱9 壁 床 旅設 霞祖 時期 漏考

石組炉 6 有 ペッド状追構 住届IB 大木8b古

地床炉 3 有
ベッド状遺構

住居IA
周溝

地床炉 6 有 ペッド状遺構 住居3 大木8b古

不明 6 無
埋設土牲

住居2 大木8b新 中央に埋設土器
(S671) 

地床炉 5 有 周溝 大木85舌

4 無 長方形建物

地床炉 3 有
ベッド状遣構

大木8a新
埋設土器

地床炉 6 有 周溝 住居8 大木8b古

6 住居7

地床炉 5 有 貼床
ベッド状遺構

大木8b古
周消

石組炉 ほぼ中央に瑾み

地床炉

深度 その他
深鉢 ・浅鉢・打製石斧• Ji-'製石斧 •石IIl ・敲石 ・不定形石器

深鉢 •石鏃・尖頭器・打製石斧 ・磨製石斧 ・不定形石器
深鉢・打製石斧應製石斧

深鉢 •石鏃・窮製石斧・不定形石器
深鉢・打製石斧・不定形石器

深鉢・打製石斧

深鉢・敲石・不定形石器

深鉢・浅鉢・石鏃・蔽石・不定形石器

弥生土器甕

土師器甕

0.11 

0.87 
0.27 

0.18 
0.60 
0.39 

0.50 
0.26 深鉢

0.20 

0.23 深鉢

0.21 

0.35 
0.31 
0.44 
0.24 

0.20 
0.13 深鉢

深鉢・掻器
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遺溝番号 グリッド 長径 短径 深度 その他
」；坑770 4-19 063 0.76 0.23 
土坑774 4•19 1.00 0.70 025 
土坑752 3-13 1.67 l.85 0.33 
溝775 5-19 1.81 0.42 0.25 
土坑778 5・19 1.14 0.92 0.46 
上坑78I 5.19 0.91 0.9J 0.40 
土坑784 5-19 0.74 0.72 0.27 
土坑790 6•20 1.25 l.lJ 0.4 J 
土坑794 5-M 0.95 0.94 0.35 
土坑799 3•J7 0.70 0.80 0.43 
土坑791 6-20 1.45 0.93 0.22 
土坑807 4•12 2.08 1.29 021 
土坑808 5-12 0.72 0.80 0.10 
土坑834 2-12 0.50 0.61 0.32 
土坑901 l 2•5 4.10 1.53 0,43 炭・灰多屈
土坑9JO 14-4 0.58 2.60 0.24 
土抗913 l55 0.45 0.55 0.31 
土坑793 3-16 0.50 0,90 0.18 土器拙設
立石729 4• 16 0.58 0.67 0.13 
土坑203 8-20 1.56 I.OJ 0.19 
立石792 6•20 0.76 0.79 0.18 
土坑796 7-19 3.60 4 36 0.21 焼上一部にたまる。明瞭な住,'(なし。/}、J:坑を持つ
逍382 12-17 3,85 0.37 珠洲甕
溝702 0.76 0.26 
溝703 0.62 0.15 
溝704 0.76 0.10 
消974 l牛5 0.55 0.14 深鉢、10号塚I[,ii/1/.

B地区
―・- 遺溝番号 グリッド 長径 短径 深度 その他
道1501 28•40 弥生土器甕・勾玉・1く定形石器
住居10 28•44 深鉢、地床炉
住居1」 26-36 弥生土器甕壷、地床炉
フラスコ土坑1630 29-44 0.88 0.89 0.51 
フラスコ土坑1631 29-44 0.45 0.95 0.16 
7ラスコ土坑1632 30-44 1.50 208 0.72 深鉢
フラスコ土坑1502 2944 0.81 1.03 1.15 
土坑1002 25.35 1.06 0.74 0.37 『li杯 •土錘
土坑1026 27-36 1.52 0.67 0,24 
土坑1503 29-44 l.OS 1.09 0.40 
土坑］501 29A2 1.03 l.8'1 0.35 
土坑1579 2543 1.12 0.87 0.20 
土坑1560 26-44 1.40 0.94 0.30 
:I:坑l563 25-44 l.27 0.94 0.26 
土坑1580 2ふ45 2.74 1.95 0.29 
士坑1祁9 25-44 L07 J.09 0.31 
土坑］564 2ふ44 J.09 0.93 0.16 
土坑1534 28-45 0.86 0.71 0.37 深鉢・打製石斧
:I:坑1515 3四3 l.65 l.95 O.'l:1 石鎚
溝1548 27-43 0.J 9 4.51 0.65 
土坑15ll 28-46 1.72 0.82 0.34 
土坑1693 27→13 0.49 0.62 0.19 
ピット1578 25-43 0.58 0.、KI 0.37 

C地区

遺溝番号 クリが 長径 短径 深度 その他
建物2 38•5J 
溝2001 39-51 0.79 8.02 0.17 須恵器無台杯·並 ・翌•土師器甕 • Jill ·珠洲焼喪·捕外 ・if磁碗 ・鉄釘・鍛冶滓 ・羽口
土坑2027 39-51 3.10 0.35 
土坑2029 39-51 0.64 0.72 0.82 須忠器焦台杯•土師器無台碗
士坑2080 39-52 1.97 2.08 0.69 
土坑2047 39-52 1.08 2.46 O.lS 須恵器無台杯
ピット207l 39.53 0.47 0.46 0.38 
土坑2052 39-51 l.36 0.60 0.14 
溝203'1 39-51 須忠器杯盗・碗・無台杯・横瓶・売
ピット2005 38-53 0.42 0.44 0.18 周辺で須恵器有台杯翌•土師器斐
ビット2006 38•53 0.41 0.51 0.)6 須忠器杯必・無台杯・横瓶
ピット2072 40-53 0.34 037 0.35 土師器照台碗
ビット2205 39-5l 鍛冶滓

54 



別衰4 出土遺物一剪表
No 遺構 時代 種類 器種 No 遺構 時代種類 器種 No 遺構 時代 種類 器種

I I号塚 古代 須恵 斐 81住居 2 縄文縄文 深鉢 161 住居9 縄文 縄文 深鉢

2 1号塚 縄文 石器 石鏃 82住居2 縄文縄文 深鉢 162 住届9 縄文 縄文 深鉢

3 1号塚 縄文 石器 不定形石器 83住／西2 縄文 縄文 深鉢 163 住居9 縄文 縄文 深鉢

4 1号塚 縄文 石器 不定形石器 84住居2 縄文縄文 深鈴 164 住居 9 縄文 縄文 台形土器

5 2号塚 縄文 縄文 深鉾 85住居2 純文 縄文 深鉢 165 住居9 縄文 縄文 深鉢

6 2号塚 縄文 石器 石鏃 86住居3 縄文 縄文 深鉢 166 住居9 縄文 縄文 深鉢

7 2号塚 縄文 石器 不定形石器 87住居3 縄文縄文 深鉢 167 住居9 縄文 縄文 深鉢

8 3号塚 縄文 石器 磨製石斧 88住居4 縄文縄文 深鉢 168 住居9 縄文 縄文 深鉢

9 3号塚 縄文 石器 打製石斧 89住居4 縄文縄文 深鉢 169 住届9 縄文 縄文 深鉢

10 3号塚 縄文 石器 磨製石斧 90住居4 縄文縄文 深鉢 170 住居9 縄文 縄文 深鉢

U 4号塚 古代 須恵 甕 91住居4 縄文縄文 深鉢 171 住居9 縄文 縄文 深鉢

12 4号塚 縄文 縄文 深鉢 92住居4 縄文縄文 深鉢 172 住居9 縄文 縄文 深鉢

13 4号塚 縄文 縄文 深外 93住居4 縄文縄文 深鉢 173 住屈9 縄文 縄文 深鉢

14 4号塚 縄文 石器 磨製石斧 94住居4 縄文縄文 深鉢 174 住居9 縄文 縄文 深鉢

15 4号塚 縄文 石器 凹み石 95住居4 縄文縄文 深鉢 175 建物1 弥生 土器 甕

16 5号塚 縄文 石器 打製石斧 96住居5 縄文縄文 深鉢 176 柵2 古墳 土師 甕

17 5号塚 縄文 石器 打製石斧 97住居6 縄文縄文 深鉢 177 土坑254 縄文 縄文 深鉢

18 5号塚 縄文 石器 剥片 98住居6 縄文縄文 深鉢 178 土坑653 縄文 縄文 深釣

19 5号塚 近泄 古銭 立永通宝 99住居6 縄文縄文 深鉢 179 土坑768 縄文 縄文 深鉢

20 6号塚 近世 阻磁 梱鉢 100住居7 縄文縄文 深鉢 180 土坑768 縄文 縄文 深鉢

21 6号塚 近世 古銭 、立永iili宝 101住届7 縄文縄文 深鉢 181 土坑901 古代 須恵 無台杯

22 7号塚 縄文 石器 石鏃 102住居7 縄文縄文 深鉢 182 土坑796 縄文 縄文 深鉢

23 8号塚 近世 阻磁 碗 103住居7 縄文縄文 深鉢 183 土坑796 縄文 縄文 深鉢

24 8号塚 近世 陶磁 碗 104住居7 縄文縄文 深鉢 J84 道382 中世 珠洲 甕

25 8号塚 古代 須恵 亮 105住居7 縄文縄文 深鉢 185 潤木痕384 縄文 縄文 深鉢
26 8号塚 古代 須恵 亮 106住居7 縄文縄文 深鉢 186 到木痕384 縄文 縄文 深鉢

27 8号塚 古代 須恵 亮 107住居7 縄文縄文 深鉢 187 倒木痕384 縄文 縄文 深鉢

28 8号塚 古代 須恵 甕 108住居7 縄文縄文 深鉢 188 倒木痕384 縄文 縄文 深鉢

29 8号塚 古代 須恵 甕 109住居7 縄文縄文 深鉢 189 溝974 縄文 縄文 深鉢

30 8号塚 縄文 石器 石鏃 110住居7 縄文縄文 深鉢 190 包含屈 縄文 縄文 深鉢

31 8号塚 縄文 装身具 大珠 JlJ住居7 縄文縄文 深鉾 191 包含附 縄文 縄文 深鉢

32 8号塚 縄文 石器 不定形石器 ll2住居7 縄文縄文 浅鉢 192 包含屈 縄文 縄文 深鉢

33 8号塚 縄文 石器 磨製石斧 ll3住居7 縄文縄文 深鈴 193 包含陪 縄文 縄文 深鉢

34 8号塚 近世 古銭 寛永通宝 114住居7 縄文縄文 深鉢 l94 包含屈 純文 縄文 深鉢

35 9号塚 弥生 土器 壷 l15住居9 縄文縄文 深鉢 195 包含屈 縄文 縄文 深鉢

36 9号塚 弥生 土器 甕 116住居9 縄文縄文 深鉾 196 包含層 縄文 縄文 深鉢

37 9号塚 古瑣 土師 亮 117住居・9 縄文縄文 深鉢 197 包含層 縄文 縄文 深鉢

38 9号塚 古代 須恵 無台杯 U8住居9 縄文縄文 深鉢 198 包含層 縄文 縄文 深鉢

39 l 0号塚 中世 珠洲 播鉢 119住居9 縄文純文 深鉢 199 包含層 縄文 縄文 深鉢

40 1 1号塚 弥生 土器 杯 120住居9 縄文縄文 深鉢 200 包含層 縄文 縄文 深鉢

41 1 1号塚 古積 土師 杯 12j 住居•9 縄文縄文 深鉢 201 包含陪 縄文 縄文 深鉢

42 1 1号塚 古代 須恵 甕 122住居9 縄文縄文 深鉢 202 包含屈 縄文 縄文 深鉾

43 1 l号塚 近世 肥前 m 123住居9 縄文縄文 深鉢 203 包含層 純文 縄文 深鉢

44住居1A 縄文 縄文 深鉢 124住居9 縄文縄文 深鉢 204 包含屈 縄文 縄文 深鈴

45住屈IA 縄文 縄文 深鉢 l25住居9 縄文 I純文 深鉢 205 包含図 縄文 縄文 深鉢

46住居1A 縄文 縄文 深外 126住居9 縄文 I縄文 深鉢 206 包含層 縄文 縄文 深鉢

47住居lA 縄文 縄文 深鉢 127住居9 縄文 縄文 深鉢 207 包含層 縄文 縄文 深鉾

岱住居1A 縄文 縄文 深鉢 128住居9 縄文 縄文 深鉢 208 包含屈 縄文 縄文 深鉢

49住屈1A 縄文 縄文 深鉢 129住居9 縄文 縄文 深鉢 209 包含屈 縄文 縄文 深鉾

50住居1A 縄文 縄文 深鉢 130 住居•9 縄文 縄文 深鉢 210 包含屈 縄文 縄文 深鉢

51住届lA 縄文 縄文 深鉢 131住居9 縄文 I縄文 深鉢 211 包含層 縄文 縄文 深鉢

52住居 IA 縄文 縄文 深鉢 132住居9 縄文 縄文 深鉢 212 包含屈 縄文 縄文 深鉢

53住居IA 縄文 縄文 深鉢 133住居9 縄文 縄文 深鉢 213 包，含層 縄文 縄文 深鉢

54住居lA 縄文 縄文 深鉢 134住届9 縄文 縄文 深鉢 214 包含層 中世 珠洲 揺鉢

55住居lA 縄文 縄文 深鉢 135住居9 縄文 縄文 深鉢 215 包含層 古代 須恵 無台杯

56住居lA 縄文 縄文 深鉢 l36住居 9 縄文 I縄文 深鉢 216 包含層 古代 須恵 無台杯

57住居IA 縄文 縄文 深鉢 137住居9 純文 1縄文 深鉢 217 包含層 古代 須恵 甕

58住居 IA 縄文 縄文 深鉢 138住届 9 縄文縄文 深鉢 218 包含層 古代 須恵 売

59住届IA 縄文 縄文 深鉢 i39住居9 縄文縄文 深鉢 219 包含屈 古代 須恵 甕

60住居 IA 縄文 縄文 深鉢

61住居IA 縄文 縄文 深鉢
140住居9 縄文 I縄文 深鉢

14]住居9 縄文縄文 深鉢

220 包含汲 古代 土師 凌

221 包含層 近枇 陶磁 描鉢

62住居 IA 縄文 縄文 深鉢 l42住届 9 縄文縄文 深鈴 222 包含層 近世 陶磁 碗

63住居1A 縄文 縄文 深鉢 l43 住居•9 縄文 1縄文 深鉢 223 包含層 近枇 淘磁 碗

64住居 IA 縄文 縄文 深鉢 l44住居 9 縄文縄文 深鉢 224 包含層 近世 陶磁 碗

65住届IA 縄文 縄文 深鉢 145住居9 縄文縄文 深鉢 225 包含層 近llt 陶磁 碗
66住居 IA 縄文 縄文 深鉢 146住居9 純文縄文 深外 226 包含溜 近世 掏磁 碗

67住居IA 縄文 縄文 深鉢 147住居9 縄文 ，縄文 深鉢 227 包含屈 近泄 古銭 究永通宝
68住居lA 縄文 縄文 深鉢 148住居 9 縄文翡文 深鉢 228 包含層 近世 古銭 寛永通宝
69住居lA 縄文 縄文 深鉢 l49住居9 縄文縄文 深鉢 229 包含層 縄文 石器 石鏃

70住居lA 縄文 縄文 深鉢 150住届9 縄文縄文 深鉢 230 住居4 縄文 石器 石鏃

71住居1A 縄文 縄文 深鉢 151住居9 縄文縄文 深鉢 231 住居4 縄文 石器 石鏃

72住居lA 縄文 縄文 浅鉢 152 住居•9 縄文縄文 深鉢 232 包含頌 縄文 石器 石鏃

73住居 2 縄文 純文 深鉢 l53住居9 縄文 1縄文 深鉢 233 住居 9 縄文 石器 石鏃

74住居2 縄文 縄文 深鉢 154住居 9 縄文縄文 深鉢 234 道382 縄文 石器 石鏃

75住屈 2 縄文 縄文 深鉢 155住居9 縄文縄文 深鉢 235 包含層 縄文 石器 石鏃

76住居2 縄文 縄文 深鉢 l 56 住居• 9 純文縄文 深鉢 236 住居9 縄文 石器 石鏃

77住居 2 縄文 縄文 深鉢 157住居9 縄文縄文 深鉢 237 包含層 縄文 石器 石鏃

78住居2 縄文 縄文 深鉢 l58住居9 縄文縄文 深鉢 238 包含屈 縄文 石器 石鏃

79住屈・2 縄文 純文 深鉢 159住居9 縄文縄文 深鉢 239 住屈2 縄文 石器 石鏃

80住居2 縄文 縄文 深鉢 160住居9 縄文縄文 深鉢 240 包含層 縄文 石器 石鏃

55 



No 遺構 時代 種類 器種 No 遺構 時代 種類 器種 No 遺構 時代 種類 器種
241 包含附 縄文 石器 石鏃 321 埋没沢 古瑣 土師 tli杯 401 包含層 古jJt 土師 甕
242 包含脳 縄文 石器 尖頭器 322 埋没沢 古柑 土師 高杯 402 包含I沿 古墳 士師 斐
243 住居2 縄文 石器 石鏃 323 埋没沢 古墳 土師 科杯 403 包含屈 古れ ±llili 甕
244 倒木痕384 縄文 石器 石匙 324 埋没沢 古積 土師 高杯 404 包含析 弥生 土器 壷
245 包含層 縄文 石器 打製石斧 325 狸没沢 古瑣 土師 店杯 、105包含図 古瑣 土扇Ii 翌
246 住居2 縄文 石器 打製石斧 326 埋没沢 古墳 土tiii 甕 406 包含屈 古瑣 土師 斐
247 包含層 縄文 石器 打製石斧 327 埋没沢 古坑 土tiii 売 407 包含彫 古墳 土師 甕
248 住居3 縄文 石器 打製石斧 328 埋没沢 古積 土師 甕 408 包含附 古瑣 土師 甕
249 住居lA 縄文 石器 打製石斧 329 息！没沢 古積 土師 甕 409 包含駁 古積 須氾 盗
250 住居5 縄文 石器 打製石斧 330 埋没沢 古墳 土師 甕 410 包含附 古代 須恵 無台杯
251 包含層 縄文 石器 打製石斧 331 ）.ll!没沢 古項 土師 売 411 包含屈 中I!); 土師 Jlll 
252 道382 縄文 石器 打製石斧 332 埋没沢 縄文 縄文 深鉾 412 包含屈 中1!t 珠洲 翌
253 住居6 縄文 石器 打製石斧 333 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 413 包含屈 近世 掏磁 碗
254 包含層 縄文 石器 打製石斧 334 狸没沢 縄文 純文 深鉢 414 包含層 近•Il.’ 肥前 碗
255 包含杓 縄文 石器 打製石斧 335 埋没沢 縄文 縄文 深鉾 415 包含屈 近世 掏磁 碗
256 住居1A 純文 石器 磨製石斧 336 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 416 包含層 近世 肥前 碗
257 住居lA 縄文 石器 磨製石斧 337 埋没谷第3屈 縄文 装身具 耳飾 4l7 包含屈 近世 瀬F 碗
258 住居3 縄文 石器 磨製石斧 338 迎没谷第3屈 純文 石器 磨製石斧 418 包含凶 近世 瀬F 碗
259 住居2 縄文 石器 府製石斧 339 埋没谷第3層 縄文 石器 磨製石斧 419 包含層 近世 肥前 碗
260 住居IA 縄文 石器 磨製石斧 340 埋没谷第3悩 縄文 石器 磨製石斧 420 包含悩 近世 陶磁 碗
261 住居lA 縄文 石器 庖製石斧 341 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 421 包含層 近世 陶磁 碗
262 住居2 縄文 石器 磨製石斧 342 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 422 包含褐 近世 陶磁 碗
263 溝702 縄文 石器 超製石斧 343 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 423 包含屈 近世 陶磁 碗
264 道382 縄文 石器 暦製石斧 344 塊没沢 縄文 縄文 深鉢 424 包含陪 近世 掏磁 播鉢
265 包含屈 縄文 石器 磨製石斧 345 挫没沢 縄文 縄文 深鉢 425 包含恩 近世 陶磁 壷
266 住居4 縄文 石器 庖製石斧 346 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 426 包含層 縄文 石器 石鏃
267 住居lA 縄文 石器 石皿 347 辿没沢 縄文 縄文 深鉢 427 包含陪 縄文 石器 石鏃
268 住居1A 縄文 石器 石Jlll 348 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 428 包含屈 縄文 石器 石鏃
269 住居lA 純文 石器 敲石 349 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 429 包含陪 縄文 石器 原石
270 住居9 縄文 石器 凹み石 ．IIll石 350 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 430 包含陪 縄文 石器 石鏃
271 住居7 縄文 石器 礫石器 351 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 431 包含屈 縄文 石器 石鏃
272 住居9 縄文 石器 IIll石 352 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 432 包含層 縄文 石器 打製石斧
273 包含屈 縄文 石器 一角刀形石器

274 住居lA 縄文 石器 不定形石器

353 埋没沢 縄文 縄文 深鉢

354 埋没沢 縄文 縄文 浅鉢
433 包含府 縄文 石器 打製石斧

434 包含屈 縄文 石器 不定形石器
275 住居5 縄文 石器 不定形石器 355 埋没沢 縄文 縄文 深鈴 435 包含殴 縄文 石器 磨製石斧
276 住居7 縄文 石器 不定形石器 356 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 436 包含層 縄文 石器 磨製石斧
277 包含層 縄文 石器 不定形石器

278 包含屈 縄文 石器 不定形石器

357 埋没沢 縄文 縄文 深鉢

358 埋没沢 縄文 縄文 深外

437 包含屈 縄文 石器 磨製石斧

438 包含屈 縄文 石器 庖製石斧
279 包含層 縄文 石器 不定形石器 359 埋没谷第9陪 縄文 石器 不定形石器 439 包含遥 不明 石器 砥石
お0住居4 縄文 石器 不定形石器 360 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 440 包含屈 不明 鉄滓 鍛冶滓
281 住居9 縄文 石器 不定形石器

お2住居1A 縄文 石器 不定形石器
361 地没沢 縄文 縄文 深鉢

362 埋没谷 縄文 石器 剥片
441 包含屈 近世 古銭 党永通宝
牡2溝2001 古代 須恵 無台杯

お3包含屈 縄文 石器 不定形石器 363 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 443 溝2001 古代 須恵 無台杯
284 住居IA 縄文 石器 不定形石器 364 地没沢 縄文 縄文 深鉢 444 溝2001 古代 須恵 壷
2S5 住居IA 縄文 石器 不定形石器 365 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 445 溝2001 古代 須恵 斐
お6住居2 縄文 石器 不定形石器 366 地没沢 縄文 縄文 深鉢 446 溝200] 古代 須恵 亮
287 住居2 縄文 石器 不定形石器 367 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 447 溝2001 古代 須恵 斐
288 住居7 縄文 石器 不定形石器 368 辿没沢 縄文 石器 磨製石斧 448 溝2001 古代 須恵 売
289 溝702 縄文 石器 不定形石器 369 包含層 縄文 縄文 深鉢 449 溝2001 古代 須恵 売
2-90 包含層 縄文 石器 不定形石器 370 包含層 縄文 縄文 深鉢 450 溝200l 古代 土師 亮
291 包含屈 縄文 石器 不定形石器 371 包含層 縄文 縄文 深鉢 451 溝2001 中世 土師 皿
292 溝702 縄文 石器 不定形石器 372 包含層 縄文 縄文 深鉢 452 溝2001 中世 土tili llll 
293 住居7 縄文 石器 不定形石器 373 包含陪 縄文 縄文 深鉢 453 溝2001 中世 土師 皿
294 住居IA 縄文 石器 不定形石器 374 包含屈 縄文 縄文 深鉢 454 溝200] 中泄 土師 Jill 
295 住居9 縄文 石器 不定形石器 375 包含屈 縄文 縄文 深鉢 455 溝2001 中l!.t土師 皿
296 住居4 縄文 石器 不定形石器 376 包含層 縄文 縄文 深鉢 456 溝2001 巾l!I:土師 皿
297 立石729 縄文 石器 立石 377 包含層 縄文 縄文 深鉢 457 溝2001 中世 土師 JIll 
298 立石792 縄文 石器 立石 378 包含屈 縄文 縄文 深鉢 458 溝2001 中罷 土師 IIll 
299 包含陪 縄文 石器 立石
300 道1501 弥生 弥生 甕

379 包含眉 縄文 縄文 深鉢

380 包含培 縄文 縄文 深鉢

459 溝2001 中世 珠洲 揺鉢

460 溝2001 中匪 珠洲 揺鉢
301 道1501 弥生 装飾品 勾玉 3SJ 包含翔 縄文 縄文 深鉢 461 溝200l rh 1! I• 珠洲 描鉢
302 道1501 縄文 石器 不定形石器 382 包含陪 古｝n 土師 碗 462 溝2001 中世 珠洲 樅鉢
303 住居10 縄文 縄文 深鉢 寧 包含附 古）n 土師 碗 463 溝2001 中世 珠洲 揺鉢
304 住居ll 弥生 土器 甕 384 包含附 弥生 弥生 器台 464 溝2001 中世 珠洲 揺鉢
305 住居11 弥生 土器 壷 蕊 包含附 古坑 土師 高杯 465 溝2001 中世 音磁 碗
306 79スコ土坑1632縄文 縄文 深針： 386 包含屈 古fn 土niJi 応杯 466 溝200j 不明 鉄製品 釘
307 土坑1002 縄文 縄文 深鉾 387 包含陪 古墳 上師 高杯 467 溝2001 不明 鉄浮 鍛冶梓
308 土坑1002 古t.n 土師 高杯 388 包含恩 古jn 土師 高杯 468 溝2001 不明 鉄滓 鍛冶滓
309 土坑1002 古墳 土師 高均 389 包含彫 弥生 土器 裔杯 469 溝200l 不明 鉄滓 鍛冶滓
310 上坑1002 古項 土師 翌 390 包含附 古積 土師 高杯 470 溝2001 不明 鉄滓 鍛冶浮
311 士坑1002 不明 土製品 土維 39l 包含附 古瑣 土r.ili 泊j杯 471 溝2001 不明 土製品 船羽口
312 土坑1534 縄文 縄文 深鉢 392 包含彫 古瑣 土晦 高q: 472 ピット2005周；；店代 須忠 有台杯
313 土坑1534 縄文 石器 打製石斧 393 包含侶 古瑣 土師 窃杯 473 ピット2005周i古代 須恵 甕
314 土坑1515 縄文 石器 不定形石器 394 包含陪 古tn 土師 高杯 47,1 ビット2005周i古代 須忠 売
315 埋没沢 縄文 縄文 深鉢 395 包含府 古瑣 土師 窃杯 475 ビット2005ff;Ji占代 須恵 売
316 埋没沢 純文 縄文 深鉢 396 包含層 古瑣 土師 窃月： 476 ピット2005周i姑代 須恵 斐
3l7 埋没沢 縄文 縄文 深鉾 3切 包含附 古瑣 土師 窃坪 477 ビット2005周i姑代 須恵 甕
3l8 埋没沢 古fn 土師 高杯 398 包含彫 古瑣 土師 高t:j: 478 ビット20051船 姑代 須恵 甕
3]9 埋没沢 古項 i:師 高杯 3⑲ 包含附 弥生 弥生 甕 479 ピット2005周‘ 店代 士師 売
320 埋没沢 古tn 土師 店杯 400 包含陪 古柑 士師 売 480 ビット2005Jfr!古代 土師 甕
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No 遺構 時代 種類 器種 No 遺構 時代 種類 器種

481 ビット2005周辺 不明 鉄沖 鍛冶悴 561 包含料 古代 t暉 碗
<182 ピット2006周辺 古代 須忠 杯必 562 包含k1 古代 土師 碗

483 ピット2006周辺 廿i•(t 須恵 無台杯 563 鉱含灼 占代 上師 碗

9184 ビット2006周辺 占代 須恵 横瓶 564 包含h、i 古代 土師 碗

485 ピット2006周辺 占代 須恵 甕 565 包含吊 占代 l：師 碗

486 土坑2029 占代 須忠 無台杯 566 包含hi 古代 土師 碗

9187 土坑2029 古｛し； 上師 碗 567 包含附 古代 l:tii 碗
9188 t坑2029 占代 土師 碗 568 包含柑 古代 土Rili 碗
489 溝2034 古代 須恵 杯必 569 包含肘 古代 土師 碗

490 溝2034 占代 須恵 布台杯 570 包含hV 古代 土師 碗

191 溝2034 古代 須恵 無台杯 571 包含培 古代 ：l：師 碗

492 溝2034 di代 須恵 横瓶 572 包含倍 占代 緑釉 布段JIil
493 消2034 古代 須患 褒 573 包含陪 古代 須恵 横瓶

494 溝2034 古代 須恵、 史 574 包含附 古代 須恵 §,t 

495 沿2034 古代 須患 姿 575 包含柑 古代 須恵 壷

496 i昇2034 不明 鉄禅 鍛冶滓 576 包含倍 占代 須恵 翌

497 上坑2047 古代 須ぶ 無台杯 577 包含h9 古代 須恵 翌

498 ピット2050 中ill: 土師 Jill 578 包含陪 古代 須忠 斐

499 :I"．坑2064 古代 須恵 杯必 579 包含k‘1 古代 須忠 斐

500 土坑2064 古代 須恵 無台杯 580 包含粕 古代 J；師 吏
50J ビット2072 古代 土師 碗 581 包含削 古代 土師 甕

502 ピット2205 不明 鉄滓 鍛冶滓 582 包含培 占代 土師 諏...... 

503 試掘IT 古代 須忠 無台杯 邸3包含柑 古代 土師 斐

504 試掘JT 古代 須恵 無台杯 584 包含焙 古IJ't 土師 甕

505 試掘IT 古代 須恵 壷 邸5包含h1 古代 土師 炎

506 試掘l1̀ 古代 頻恵 孤 5S6 包含陪 古瑣 上師 亮

507 試掘JT 古代 須恵 鉢 邸7包含h1 古積 土師 央

508 試掘lT 古代 土師 碗 睾 包含泌 古代 土師 亮

509 試掘IT 古代 土tiii 甕 邸9包含凶 古代 土師 炎

510 試掘lT 古代 土師 甕 590 包含培 古代 」：師 売

511 試掘1T 古代 土師 甕 591 包含府 古代 土師 翌
512 試掘JT 古代 上師 売 592 但含屈 古代 上師 売

513 試掘lT 中世 姿器 甕 593 包含柑 古代 土師 斐

514 包含柑 古tn土師 碗 594 包含岡 古代 土師 縞

515 笠含沿 古積 土fii 碗 595 包含hi 中恨 土師 lll 
516 包含屈 古f!t土師 碗 596 包含層 中世 t師 1111 
517 包含附 古）n土師 碗 597 包含lcl 中世 土師 皿
518 包含層 古柑 土師 裔杯 598 包含層 中恨 i!f・磁 碗

519 包含附 古墳 土間j 窃杯 599 包含培 巾軋 珠洲 播鉢

520 包含崩 古項 土師 売 600 包含厨 中粧 珠洲 播鉢

52j 包含層 古収 土師 麻杯 601 包含柑 中11J: 珠洲 播鉢

522 包含崩 古爪 」：師 謁杯 602 包含涌 巾世 珠洲 播鉢

523 包含陪 古項 上師 謀杯 603 包含府 中泄 珠洲 揺鉢

524 包含陪 古代 須恵 蓋 604 包含層 中1lt 珠i/tl 炎
525 包含陪 古代 須恵 盗 605 包含h1 中世 珠洲 亮

526 包含附 古代 須恵 溢 606 包含冠 中泄 姿器 亮

5切 包含陪 古代 須恵 盗 607 包含II‘i 巾世 珠洲 斐

5お 包含稲 古代 須恵 溢 608 包含層 中祉 珠洲 壷

529 包含附 古代 須恵 有台杯 609 包含J8 不明 土製品 土錘

530 包含侶 古代 須恵 有台杯 610 包含層 不明 鉄滓 鍛冶滓

53J 包含屈 古代 須恵 布台杯 6JI 包含h1 不明 鉄滓 鍛冶i洛

532 包含附 古代 須恵 有台杯 612 包含層 不明 鉄滓 鍛冶滓

533 包含屈 古代 須恵 布台杯 613 包含層 不明 鉄滓 鍛冶浮

534 包含陪 古代 須恵 有台杯 614 包含層 不明 鉄滓 鍛冶滓

535 包含層 古代 須恵 1i台杯 615 包含焙 不明 鉄滓 鍛冶禅

536 包含屈 古代 須恵 無台杯 616 包含附 不明 鉄滓 鍛冶滸

537 包含層 古代 須恵 無台杯 617 包含荊 不明 鉄滓 鍛冶滓

538 包含屈 古代 須恵 無台杯

539 包含陪 古代 須恵 無台杯

540 包含思 古代 頻恵 無台杯

541 包含層 古代 須恵 無台杯

542 包含附 古代 須恵 無台杯

543 包含陪 古代 須）令ぶ 無台杯

544 包含附 古代 須恵 無台杯

545 包含附 古代 須恵 無台杯

546 包含陪 古代 須忠 無台杯

547 包含陪 古代 須恵 無台杯

況8包含培 古代 須恵 無台杯

549 包含hV 古代 須恵 無台杯

550 包含附 古代 須恵 熊台杯

551 包含彬 古代 須恵 無台杯

552 包含層 古代 須恵 無台杯

553 包含焙 古代 須恵 無台杯

554 包含層 古代 須恵 無台杯

555 包含府 古代 土師 碗

556 包含層 古代 土師 碗

557 包含凶 古代 土師 碗

558 包含屈 古代 土師 碗

559 包含h? 古代 土師 碗

560 包含附 古代 土糾i 碗
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別表5 土器陶磁器計測表ー・・
No 遺構 屑位 時代 憚類 器種 細分 口径 底径 器高 胎土 色調 焼成 調整•その他
I Jサ塚 古代 須恵 亮 黄灰 只硬 外：擬格←{-1111、fAJ:JITj心1り当具
5 2サ塚 縄文 純文 深鉢 8b 19.0 にぶい橙 渦巷文
11 4号塚 古代 須恵 斐 にぶい褐 匹硬 外：平行Il|・I
12 4り・塚 縄文 縄文 深鉢 8b 17.0 にぶい橙 渦巻文
j3 4サ塚 縄文 縄文 深鉢 8b J3.0 にぶい貨褐 渦を文
20 6 ~；·塚 近世 掬磁 拙鉢 11粒 25.6 賠赤褐

23 8号塚 近lit 捌磁 碗 染付 13.2 
24 8サ塚 近•I!!: 陶磁 碗 賠褐

25 8号塚 古代 須恵 甕 吏 52.8 灰白 四硬 外：波状文2条、沈線）条
26 8号塚 古代 須恵 売 喪 貨灰 辺li庚 外"i//i状文2条、沈線］条
27 8サ塚 占代 須恵 望 斐 黄灰 只硬 外：波状文2条、i:t線1条
28 8号塚 古代 須忠 虫』 灰白 辺硬 外．擬格子•1111 、内 ： liiJ心円当具
29 8サ塚 古代 須恵 I完 貨灰 只硬 外：擬格子•11 11 、 内： Iiil心9り当具
35 9号塚 弥生 土器 ”AU フ 明褐 細口有段壷、2~6Wl
36 9サ塚 下柏 弥生 土悩 甕 にぶい黄橙 内：横ハケメ、外：煤付沿、2~6期
37 9サ塚 下培 古t!t土師 翌 浅jf,:柁

38 9号塚 巾h1 古代 須恵 艇台杯 7.8 灰白 遠硬 ヘラ切り後ナデ
39 1 0サ塚 t•l•11!l· 珠洲 拙鉢 灰白 遠硬 内：卸目
40 I I号塚 弥生 土器 杯 9.8 5.6 12.3 にぶい黄橙 底部輪台法、2~6JU]か
41 JI号塚 下h1 古！J't上師 杯 13.0 にぶい黄橙 平底、2~6期
42 l l号塚 古代 須恵 斐 灰白 四硬 外：波状文

43 1 I号塚 近世 肥前 皿l
44住居1A 縄文 縄文 深鉢 8b 大型把手・渦巻文・斜位細沈線

45 tl:lけ1A 縄文 縄文 深鉢 8b 渦怨文
46住居JA 縄文 縄文 深鉢 8b LR・渦巻文
47住屈1A 縄文 縄文 深鉢 8b LR・太沈線渦巷文・縦横沈線
48住居1A 縄文 縄文 深鉢 8b 渦巻文
49住居］A 縄文 縄文 深鉢 8b 渦巻文
50 tt)凶1A 縄文 縄文 深鉢 8b 
51住屈lA 上巾附 縄文 縄文 深鉢 LR・til製・波状口紺
52住）i:-lA 上府 縄文 縄文 深鉢 9.0 橙 利製・波状口絃
53住）;t}JA 」戎1 縄文 縄文 深鉢 RL・粗製・波状l]縁
54住居IA 縄文 縄文 深鉢 8b 
55仕／計lA 縄文 縄文 深鉢 8b 
56住屈lA 縄文 縄文 深鉢 i:t線
57住居 IA 中附 縄文 縄文 深鉢 LR 
58住屈・1A 上培 縄文 縄文 深鉢 沈線

59住居IA 縄文 縄文 深鉢 LR・沈線
60住居IA 上肘 縄文 縄文 深鉢 LR・沈線
61住居IA 縄文 縄文 深鉢 LR 
62住居IA 縄文 縄文 深鉢 RL 
63住屈・JA 中層 縄文 縄文 深鉢 LR 
6•1 住居 I A 縄文 縄文 深鉢 8b 縦机沈線
65住居lA 縄文 縄文 深鉾 にぶい質校 RL •石組炉埋設土器
66 住J;,;•l A 縄文 縄文 深鉢 LR 
67住居IA 縄文 縄文 深外 LR 
68住居lA 縄文 縄文 深鉢 RL 
69住居IA 縄文 縄文 深鉢

70住屈lA 中肘 縄文 縄文 深鉢 LR 
71住居IA 縄文 縄文 深鉾

72 住肘•IA 縄文 縄文 浅鉢 熊紋
73住居2 縄文 縄文 深鉢 太沈線
74住居2 縄文 縄文 深針： 8b 渦巻文・斜行沈線
75 1主屈・2 縄文 縄文 深鉢 8b 渦咎文・斜行沈線
76住居2 縄文 縄文 深鉢 8b 1太沈線
77住居2 縄文 縄文 深鉢 8b 太沈線
78住居2 縄文 縄文 深鉢 8b 
79住居2 縄文 縄文 深鉢 太沈線

80 1主｝,1i2 縄文 縄文 深鉢 沈線

8J住居2 縄文 縄文 深鉢 8b LR • 太沈線渦咎文
82住居2 縄文 縄文 深鉢 8b LR・沈線
83住屈2 純文 縄文 深鉢

84住居2 縄文 縄文 深鉢

85 1主届2 縄文 縄文 深鉾

86 住J~:·3 縄文 縄文 深鉢 RL・i皮状口縁
87住居3 縄文 縄文 深鉢 Sb新 太沈線渦巻文・矢羽根状紐1沈線
88住J.!l・4 縄文 縄文 深鉢 LR・波状「l紺
89住屈4 縄文 縄文 深鉢 LR・波状口緑
虹住居4 縄文 縄文 深鉢 LR •太沈線
9l itl{t4 縄文 縄文 深鉢 8b古 LR・隆幣渦巻文
92住居4 縄文 縄文 深鉢 RL・縦位平行沈線
93 tt9if 4 縄文 縄文 深鉢 8bli RL・沈線
94 i主9古4 縄文 縄文 深鉢 LR 
95 1:1:居4 純文 縄文 深鈴 8b古 縦位條線
96 iM居5 縄文 縄文 深鉾 RL舟ll製
97住9,｝6 純文 縄文 深鉢 搭．線渦咎文・矢羽根状細沈線
98 9t屈6 純文 縄文 深外 8a新 火焔IIた1：器
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No 遺構 崩位 1時代 種類 器種 細分 口径 底径 器高 胎土 色調 焼成 調整•その他

99住／tr6 縄文 縄文 深鉾 RL・縦f立沈線

JOO 住1、if7 縄文 縄文 深針 8a LR・［佐線・「'1形貼付け文

101 住l,9}7 縄文 縄文 深鉢 LR・沈線

102 住居7 縄文 縄文 深鈴 怪線渦咎文・斜行沈線

l03 住居7 縄文 縄文 深体 沈線

l04 住l;,i7 縄文 縄文 深鉾 LR・沈線

105 住屈7 縄文 縄文 深針 LR 

106 tl:｝i,；・ 7 縄文 縄文 深体 LR・沈線

107 住居7 縄文 縄文 深鉢 沈線

108 仕居7 縄文 縄文 深外 沈線

109 it}叶7 縄文 I縄文 深鉢 沈線渦巻文

110 住居7 縄文 縄文 深鉢 8a 眼鏡状突起

Ill 住1叶7 縄文 縄文 深絆 LR・沈線

1 J 2 住居7 縄文 縄文 浅鉢 無紋

113 11:l叶7 縄文 縄文 深外

114 住居7 縄文 縄文 深鉢 Rし

115 住屈9 縄文 縄文 深鈴 8b RL・沈線・波状文

ll6 住居9 純文 純文 深鈴 81) LR •太沈線渦咎文

1 l7 住屈・9 縄文 i縄文 深鉢 8b 橋状把手・斜位細沈線・渦巷文

118 住屈9 縄文 縄文 深鉢 8b 陸線渦怨文・矢羽根状細沈線

l l9 住居• 9 i縄文 縄文 深鉢 8b 牲線渦咎文・斜行沈線

120 仕屈9 縄文 縄文 深鉢 8b 陸線渦な文・斜行沈線

121 住1&’•9 縄文 縄文 深鉢 8b RL・i:t線

122 仕居9 縄文 縄文 深鉢 8b RL・沈線

123 住／計•9 縄文 縄文 深鉢 8b 協線渦送文・斜行i:t線

124 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 渦巷状把手

125 住居9 純文 縄文 深鉢 Rし

126 住屈9 縄文 縄文 深鉢 LR 

l切 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 太沈線渦牲文

128 住屈9 縄文 縄文 深鉢 8b LR •太沈線渦咎文

129 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 務線渦巻文・斜•行沈線

]30 住）西9 縄文 縄文 深鉢 LR •太沈線渦牲文
131 住l舌9 縄文 縄文 深鉢 8b LR・I」1形貼付け文

132 住居9 縄文 縄文 深鉢 太沈線渦巷文

133 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b LR・沈線

134 住店9 縄文 縄文 深鉢 LR 

l35 住居9 縄文 縄文 深鉢 LR 

136 住居9 縄文 糀文 深外 8b LR •太沈線i/;lな文

137 住1.1}9 縄文 縄文 深鉢 LR 

138 住居9 縄文 縄文 深鉢 LR 

J39 住居9 縄文 純文 深鉾 8b 

l40 住居9 縄文 縄文 深鈴 8b 牲線渦巻文・斜行沈線

)41 住I,1f9 縄文 縄文 深鉢 8b 怪線渦怨文・斜行沈線

142 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 怪線渦巻文・斜行沈線

143 住屈•9 1縄文 縄文 深鉢 81l 沈線区画・矢羽根状沈線

l44 住／~-9 純文 縄文 深鈴 8b 隆線渦怨文

J 45 住9苫9 縄文 縄文 深鉢 8b 陸線渦巻文・斜行沈線

146 仕｝叶9 縄文 縄文 深鉢 8b 陸線渦粒文・斜行沈線

147 住届9 縄文 縄文 深鉢 8b 

l48 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 

l49 it)B9 縄文 縄文 深鉢 8b 

150 tt)i!l 9 縄文 縄文 深鉢 8b 

151 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 務線渦咎文・斜行沈線

152 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 隆線渦巻文・斜行沈線

153 住店9 縄文 縄文 深外 8b 隆線渦巻文・斜行沈線

154 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 務線渦牲文

155 仕居9 縄文 縄文 深鉢 8b 

156 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 陸線渦咎文・矢羽根状細沈線

157 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 細沈線

158 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b 沈線

l59 住居9 縄文 縄文 深鉢

160 住居9 縄文 縄文 深鉢 8b RL 

161 住屈9 縄文 純文 深沐 8b 沈線区画内斜位細沈線

162 住居9 縄文 糀文 深鉢 8b 沈線・矢羽根状沈線

163 住居9 縄文 縄文 深沐 8b 沈線・矢羽根状沈線

164 住居9 純文 縄文 台形七器

J65 住居9 縄文 縄文 深鉢

166 仕屈9 縄文 縄文 深鉢 LR 

167 住屈9 縄文 縄文 深外

168 住居9 縄文 縄文 深外 RL・沈線

169 住居9 縄文 縄文 深鉢

170 住1、9:-9 縄文 縄文 深鈴

171 住居9 縄文 縄文 深鉢

172 住居9 縄文 縄文 深鉢

173 住屈9 縄文 縄文 深鉢

174 住居9 縄文 縄文 深鉢

175 建物1 弥生 ~L:器 烹 内：横ハケメ、 2~6期

176 柵2 古lj_t 土師 甕 内'Iヽ ケメ

59 



No 遺構 層位 時代 種類 器種 細分 口径 底径 器高 胎土 色調 焼成 調監•その他
177 上坑254 縄文 縄文 深鉢 底外：縄文
l78 土坑653 縄文 縄文 深鉢 8b 怪線細沈線
179 I-．坑7邸 縄文 縄文 深鉢

180 土坑768 縄文 縄文 深鉢 ll;I 9.4 橙

181 土坑901 古代 須忠 無台杯

182 J:坑796 縄文 縄文 深鉢 8b 駿線渦巷状突起・縦位．斜行沈線

183 こ1)/(796 縄文 縄文 深鉢 8b 
陸線渦咎状突起・縦位沈線・矢羽根
状沈線

184 辺382 I tI III: 珠洲 斐 外：平行1111、内．当具痕
185 倒木痕384 縄文 縄文 深鉢 8b占 LR •横位陸線 ・ Pl形貼付け文
l86 絹木痕384 縄文 縄文 深鉢 8b RL •太沈線禍咎文
187 例木痕384 縄文 縄文 深外 8a新 火焔型土器閑冠状突起

188 倒木痕384 縄文 縄文 深鉢 外底：縄文
189 溝974 縄文 縄文 深絆 8b 沈線・斜位細沈線

190 包含悩 縄文 縄文 深鉢 8b古 LR・條線禍巻文
191 包含府 縄文 縄文 深鉢 LR・騒線渦粒文
J92 包含陪 縄文 縄文 深鉢

]93 包含肘 縄文 縄文 深鉢 8a新 火炎型土器袋状突起
194 包含附 縄文 縄文 深鉢 8b ri1形貼付け文
195 包含kV 縄文 縄文 深外

196 包―含料 縄文 縄文 深鉢 8b 隆線渦を文
197 包含層 縄文 縄文 深鉢 8b 
198 包含hVi 縄文 縄文 深鉢 8b 
199 包含陪 縄文 縄文 深鉢 8b LR 
200 包含悩 縄文 縄文 深鉢 8b 悦線渦巻文
201 包含肘 純文 縄文 深外 8b 
202 包含陪 縄文 縄文 深鉢 8b 
203 包含肪 縄文 縄文 深鉢

204 包含附 縄文 縄文 深鉢 8a新 RL 
205 包含h 縄文 縄文 深鉢 81) 火炎閉土器
206 包含府 縄文 純文 深鉢 沈線
207 包含彫 縄文 縄文 深鉢

20S 包含泌 縄文 縄文 深鉢 LR 
209 包含屈 縄文 縄文 深鉢 沈線
210 包含悩 縄文 縄文 深鉢 隆線渦怨文
211 包含筋 縄文 縄文 深鉾 8b 沈線

212 包含府 縄文 縄文 深鉢 8b 沈線
213 包含陪 純文 縄文 深鉢 8b RL・i:t線
214 包含肘 ,1,11r 珠洲 播鉢 IV)り 卸H密
215 包含肘 古代 須恵 無台杯 小i(I
216 包含層 古代 須恵 無台杯 1本部下端ケズリ
217 包含陪 1ゴ代 須恵 甕 外：擬格子11il、内：平行当具
218 l包含屈 古代 須恵 甕 外：擬格子•IIll、内：平行当具
219 包含陪 1古代 須恵 甕 外：擬格子•llfl、カキメ、内 ：平行当具
220 包含層 古代 土師 翌 外底：I司転糸り）り
221 包含柑 近世 陶磁 描鉢

222 包含陪 近恨 隋磁 碗

223 包含屈 近iU: 陶磁 碗
224 包含柑 近世 掬磁 碗

225 包含培 近1t 関磁 碗
226 包含層 近•(II; 陶磁 碗

300 逍1501 弥生 弥生 喪 浅黄粒 2~6)Ul 
303 住届JO 縄文 純文 深鉢 17.8 浅賀朽 底外：網代痕、外而煤付消

304 住屈・li 弥生 土器

カ`  2~6期
305 住居1J 弥生 上器 H "'で 2.0 にぶい橙 2~6期

306 
フラスコ

縄文 縄文 深鉢 8a新 RL・大板i皮状17緑・隆線土坑1632
307 」：坑1002 縄文 縄文 深鉢 8b 波状口緑

308 土坑1002 上面 古瑣 上師 邸杯 橙

309 土坑1002 上If" 古れ こI:師 pj杯 にぶい橙 11~12JUJ 
310 :1：坑1002 古瑣 土師 冴ン≪ 楼
312 土坑1534 縄文 縄文 深鉢 7b RL・;t,;1:1状撚糸文
315 埋没沢 第1灼 縄文 縄文 深鉢
316 塊没沢 笏lk1 縄文 縄文 深鉢 7b RL・撚糸側面圧痕
317 埋没沢 第1附 縄文 縄文 深鉢 8a 沈線・細沈線
3j8 埋没沢 笏1励 古tn 土師 枯杯 にぶいI翌
319 埋没沢 第1悩 古収 」：師 科t不 古）J't前期後半(9期）
320 埋没沢 第1府 占tjj土師 tr,杯 liりijiij川l t妥斗~, (9JりJ)
321 I埋没沢 笏111:l 古｝n 士師 砧杯 粒 11-12期
322 埋没沢 第 l~ 古瑣 」：師 沿j杯 浅黄椛 ll~12期
323 埋没沢 第］府 古瑣 土師 祁杯 淡赤橙 11-12川I
324 )！ll没沢 第1/,;1 古りt土師 i}j杯 古1J'I前期後半
325 埋没沢 第1/fil 占項 ・t師 ,'Ji坪 弥生後半～’！jl{tネ）jiiii
326 埋没沢 第1附 古瑣 土師 斐 7打in新/Jり）移t4・,・.
327 J~I]•没沢 第1k1 古Jit 土師 |史 明＇黄褐

328 埋没沢 第l妍 占瑣 .l：師 売
329 j_1Ji没沢 第1府 古柑 土師 炎
330 剋！没沢 第IM 古瑣 土師 安
331 埋没沢 第1kY 古iJ't l:師 翌
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No 遺構 層位 1時代 種類 器種 細分 口径 I序径 器高 胎土 色調 Ito命 調整•その他

332 J'I！没沢 第3沿 縄文 縄文 深釣 7b 
n緑縦位i:t線 ・ 'lfl部爪形文•新悶式
新

333 埋没沢 第3k、i 縄文 縄文 深鉢 8a 沈線

33,1 埋没沢 筍3k1 縄文 縄文 深鈴 横位性荀

335 埋没沢・ 第3h'1 縄文 縄文 深鉢 円形貼付け文

336 裡没沢 第3k1 縄文 縄文 深外 底外：網代板

341 埋没沢 笏9);ii 縄文 縄文 深鉢 8a 性線渦径文• 1臥鋭状突起

糾2埋没沢 第9培 縄文 縄文 深外 7b 40 投 隆線iこJI\形文 •新統式彩押
343 1）I!•没沢 第9府 縄受 縄文 深外 8a 王冠型・怪線渦巻文・袋状突起

344 埋没沢 第9k刃 縄文 縄文 深鉢 焦褐 円形貼付け文

345 ).'J！没沢 節9ki 縄文 縄文 深外 7b~8a 降．線

”6 狸没沢 節9府 縄文 縄文 深外 8a~b LR・沈線渦在文・新鯰式

347 埋没沢 第9陪 縄文 縄文 深釣 RL 

348 雌没沢 節9府 縄文 縄文 深外 7b 横位．［食線に爪形文 •新鯰式

349 埋没沢 筍9k] 純文 縄文 深鉢
---

店線に矢羽根状沈線

350 狸没沢 第9k1 縄妥ー紺文 深鉢 LR 
35J 埋没沢 第9k? 縄文 縄文 深鉢 RE整帯に刺突―

352 埋没沢 第9k1 縄文 純文 深鉢 8bi1i LR・縦位沈線

353 埋没沢 第9府 縄妥 縄文 深鈴 函
l— RL •記i芹餅IJ突

354 狸没沢 第911-l 縄文 縄文 浅鉢 7b LR 

355 JIl！没沢 硲5屈 縄文 縄丈 深fK 爪形文・新崎式影響

35-6 厘没沢 第9K'l 縄文 縄文 深鉢
L 

太沈級

357 挫没沢 第9悩 縄文 縄妥 深鉢 8b 縦位竹行沈線

358 埋没沢 第9/fl 縄文 縄文 深鉢

360 挫没沢 縄文 縄文 深鉢 8a 22.6 褐
既1桁知J;J根状紺lifi線 ・刺突及• • _r.Jll
田天神式影符

361 狸没沢 純文 縄文 深鉢 紐 ・沈線

363 埋没ir( 詞文 純文 森鉢 7b RL・佃11/ii圧痕
364 理没沢 縄文 悶 深鉢 7b~8a 慌帯

365 埋没沢 縄文 深鉢
．． 

RL 

366 埋没沢 縄文 縄文 深鉾 RL 

367 理没沢 純文 縄文 深鈴 7b 28.0 橙 [R福i而lfif竹符爪形文
369 包含府 叡 豆 深外 &l にぷい褐 楼菊渦巻文・直線文• 1U1線文
祈o包含屈 縄文 縄父 涵鉾 8a -交互刺-突

371 包含培 縄文 縄文 深鉢 8a 縦位細沈線

372 包含附 縄文 縄文 深鉢 7b 屁箭爪形文•新崎式

373 包含N 縄文 縄文 深鉢 8a 怪偕爪形文・沈線直1111線文

374 包含附 縄文 縄文 深鉾 8a古 にぶい楼 王冠型・陸帯llll線文

375 ，i!!含屈 縄文 縄文 深鉾 8b RL 

376 包含粉 縄文 縄文 深鉢 RL 
377 包含附 縄文 縄文 深鉢 8a占 15.0 明褐 LR・隆線

378 包含附 縄文 縄文 深鉢 円形貼付け文

379 包含悩 縄文 縄文 深鉢 RL 

380 包含附 縄文 縄文 深鉢 沈線1111線文
381 包含h 縄文 縄文 深鉢 8a にぶい黄褐 王冠製・橋状突起に刺突

382 包含粕 古t.l't 土師 碗 9~13期・横位ミガキ

383 包含培 古瑣 土師 碗 古tn後）YI

認4包含層 弥生 弥生 器台
2期、弥生後期後半、近江東海系、在
地化

385 包含府 古iit::1：師 窃t不

386 包含k? 古瑣 土Rili 祁杯 橙

387 包含M 古項 土師 ねj杯 古tn前JUI後半（機l人］系）

388 包含府 古tn 土tiii 高杯 楼

389 鉱含府 弥生 土僻 訟杯 橙 1赤彩
390 包含駁 占瑣 上師 窃杯 橙

391 包含hj 古tn 土師 窃杯 位 jj~j2期

392 包含附 古jn 土師 甜杯 橙 ll~12期

393 包含附 占項 上師 高杯 古れ1ii1期後半

394 包含府 古tn 土師 泊j杯 古項前JUI

395 包含附 古）J't 土師 店杯 明黄褐 古fn前期

396 包含彬 l古Jft土師 窃杯 11~)2期

397 I包含附 古項 土師 窃杯 古項9―h)Ul初頭(11-12期）

398 包含hi 占項 土師 邸杯

399 包含h1 弥生 弥生 翌 22.0 にぶい褐 赤彩

400 包含附 占IJ't 土師 翌
40J 包含陪 古in t師 翌
402 包含肘 古tl't t師 I翌
403 包含府 賠褐一括 ili瑣 土師 売 182 にぷい橙 ,'i梢I！濁J

404 包含k1 弥生 _I:.器 ，，箭 2~6l!Jl 
405 包含k" 古瑣 t師 亮
406 剋含kV 古fl'I 土師 先
407 包含附 古Jn l：師 l翌
408 包含形 古fn 土師 甕
4⑳ 包含附 古｝n 須忠 盈： TK23-TK47 

4JO 包含附 古代 須忠 無台杯 賠灰 遥硬

411 祉含府 中[11: 土師 In =島メIJ;J;Hl~

412 包含州 中世 珠洲 斐 外：平行1111、内：当具痕
4 j 3 包含k1 近世 掏磁 碗 12.0 
4 14 包含肘 近‘11t 肥1irl 碗
lヽl5 包含hサ 暗褐 近(II.▼ 陶磁 碗
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No 遺構 層位 時代 種類 器種 細分 口径 底径 器高 胎土 色調 焼成 調整•その他
416tL含料 近lせ 肥ilii 碗 l2.0 
417包含ki 近111: 瀬）i 碗
418包含Ki 近世 瀬戸 碗 l26 
419包，含附 近•1!1.. 肥lif/ 碗
420包含崩 近flt 駒磁 碗

42l1包含州 近世 陶磁 碗

422俎含悩 近世 阻磁 碗 褐

4231包含彬 近世 掬磁 碗

4241包含灼 近1It 掏磁 梱鉢
425I包含彬 近世 附磁 壷
4421溝2001 占代 須忠 無台杯 12.0 8.0 3.0 灰白 辺硬 外底：nIいナデ
1ヽ43|i倅2001 古代 須忠 照台杯 13.0 8.0 4.2 灰 辺硬 ヘラ切り後ナデ

444li/II.2001 古代 須忠 壷 41.4 灰 遥硬 1本部下端ケズリ
4451溝2001 古代 須恵 甕 20.4 灰 四硬

4461溝2001 山代 須忠 翌 灰 双硬 外：i疑格子1111、内：lt.J心円当具
447't/1/.2001 古代 須恵 翌 昭灰 只硬 外：擬格子111)、9り同心円当具
448溝2001 古代 須忠 墨 l灰 遼願 外・擬格子1111、内．l991心l'l当具
449消2001 古代 須恵 斐 灰 還硬 外：l屈格子1111、内：平行当具
450溝2001 古代 土師 翌 14,8 l粒
451 i/1/.200l 中1U.. I・．師 Jill 8.0 4.8 16 橙 ー島刈；~l型
452 i,'I/.2001 巾(II; 土師 Jlll 8.0 5.0 1.7 -，島刈羽型

453 ~/1/.2001 中世 l：師 JIIl LO.O 浅黄橙 -••島刈羽l-11
45,1溝2001 中lit 土師 JIil JJ.O 灰白 ー島刈羽型
4551f,'If.2001 ,,,世 :I:11iii llll 11.8 7.4 2.2 にぶい黄橙 系就不lりj
4561溝2001 中世 土師 lll 12.0 5.0 26 暗褐 四硬 系統不明

457i溝2001 中lit 土師 JIil 118 7.4 2.5 聞褐 遠硬 系統不り1
458溝2001 rl>世 土師 fill 5.0 橙

459講2001 巾世 珠洲 樅鈴 I!)UJ 29.4 灰 窯硬

460li費2001 中世 珠洲 拙鉾 29.0 賠灰 四硬

4611溝200J 中泄 珠洲 柑t鉾 皿期 34.2 灰 還硬

4621溝2001 中世 珠洲 拙鉾 Il~IllWI 39.2 灰 ロ硬

463!! 溝2001 中1U: 珠洲 拙鉢 ll JUJ 8.2 賠灰 窯硬
7日の針IEli皮状、Ji(部静止糸切り、外
而黒化

464I 1消2001 rj1祉 珠洲 拙外 ll~III期 11.0 賠灰 屈硬 5 |j 8 1i卸「I、底部ケズリ、内外黙化

4651溝2001 中1!!• 符磁 碗 13.2 黄褐 鏑蓮弁文
4721ビット2005周辺 上lfil 古代 須恵 イi台杯 ll.8 灰 軟質
4731ピット2005周辺 J:.而 古代 須忠 亮 24.6 灰 遠硬

474Iピット2005周辺 上面 占代 須恵 翌 暗灰 忍硬 タ~: 平行II l l 
4751ピット2005周辺 上lfii 古代 須恵 翌 灰 芯硬 外：擬格子II[I、I勾：同心P-1当具
4761ピット2005周辺 上而 古代 須忠 売 暗灰 辺硬 外：擬格了・IIn、内：同心P:I当具
4771ピット2005周辺 上ifii 古代 須恵 翌 暗灰 遥硬 外：i疑格子11ll、I―1、l:r，il心P1当具
478'ピッl、2005周辺 上1fli 古代 須忠 翌 暗灰 遥硬 外：擬格子11|l、カキメ、I勺：阿心PJ当具
479/ピット2005周辺 上而 古代 土師 甕 9.0 にぶい橙

480ビット2005周辺 上而 古代 土師 寓」し 80 浅黄橙 外部一部県く変色

482,ピット2006周辺 古代 須忠 杯強 12.0 灰 只硬 端部断面：：：fり
483ピット2006周辺 古代 須恵 熊台杯 9.0 灰 只硬
4糾＇ビット2006周辺 古代 須恵 横瓶 Iii 霞硬 カキメ

4851ピット2006周辺 古代 須恵 翌 賠灰 屈硬

4861土坑2029 古代 須恵 無台杯 12.0 灰 苅硬
1871上坑20沿 古代 土師 碗 5.0 海綿竹針多批に含む

4881土坑2029 上而 古代 上師 碗 4.6 
489講2034 上面 古代 須恵 杯溢 12 I 灰 還硬 饂部断頂i二角
490|i魯2034 上而i 古代 須恵 布台杯 11.8 灰 塁硬

4911溝2034 上而 古代 須恵 燕台杯 8.0 灰 辺硬
、192¥i魯2034 上而 古代 須恵 横瓶 暗灰 遥硬
493詣2034 上而 古代 須恵 甕 灰 遥硬 外：格子叩

494li魯2034 上附 古代 須忠 翌 灰 遥硬 外格：：flIll、内：平行当具
495!溝2034 上面 古代 須恵 斐 遥硬 外：擬格子・Illl、内：同心円当具
497¥±．坑2047 古代 須忠 照台杯 11．ヽI 灰 辺硬

498/ビット2050 巾!Ir l::師 nn 灰 ー島刈羽型
4991土坑2064 古代 須恵 杯盗 12.5 灰 遠硬 端部断面i：：：：角
500!砂i:206<1 上而 古代 須恵 無台杯 12.0 灰lヨ 遥硬

5011ビット2072 古代 土師 碗 」2.0 4.0 5.4 にぶい橙 糸切り痕ナデitiす
5031試掘IT 古代 須忠 無台杯 小i[l 7.6 灰 遠硬

5041試掘IT 古代 須忍 無台杯 8.0 灰 遥硬 ヘラ切り後ナデ

505J試掘lT 古代 須恵 U．＂ E 10.0 灰 遥硬 内底面自然釉

5061試掘1T 古代 須恵 壷 10.0 灰 四硬

507I試掘IT 古代 須忠 鉢 18.0 灰 軟質
5081試掘lT 古代 上師 碗 9.0 淡橙
5099試掘IT 古代 土r.ili 翌 14.0 浅黄橙

510'試掘JT 古代 -I:.師 翌 淡橙

5JJI試掘IT 古代 土師 翌 浅演橙

s121試掘lT 古代 土師 売 5,6 にぶい貨橙 底部同転糸きり
5131試掘IT rl:I泄 姿器 甕 44.6 灰褐 辺冗硬灯 [NJ字状EI縁
5i4泡含附 古積 ±nili 碗 にぷい褐

515：己含陪 古項 土師 碗 11.8 6.2 8.7 楼

5J6包含iけ 古IJ't ・I：師 碗 15.4 3.6 5.9 にぶい黄橙 内面：開色処理、古fR後期
517包含崩 古IJ'I 土師 碗 16.0 6.0 5.0 にぶい黄楼 内llii：黙色処理、古jR後期
518包含柄 古9Jt 土師 邸杯 14.8 にぶい橙 2~6Jりl
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No 遺構 府位 時代 種類 器種 細分 口径 底径 器高 胎土 色調 焼成 調整•その他

519 包含Kサ 古ht 上師 悩杯 にぶい褐

520 包含悩 古tJl 士．師 甕 にぶい褐

521 包含府 古柑 土師 窃杯 楼

522 包含層 占爪 t師 裔杯 にぶい楼

523 包含州 古tn 土師 祁杯 7.6 にぶい黄橙

5‘24 包含杓 古代 須恵 蓋 灰i'.:I 還軟 擬宝珠形つまみ

525 包含h1 IIiイ．t 碩忠 益 14 0 陪灰 辺硬 ク』音lけ1iりIIllry

526 包含肘 占イt 紗i恵 沿： 13.8 灰 四硬
外：M部ロクロケズリ、I村：ナデ、端部折
り1111げ

527 包含悩 占代 須恵 必 l40 灰 辺硬
回転ヘラキリ後tテ、 ~I部ケズ'r 、端部
浙而三角

528 包含hi 古代 須忠 溢： 15.0 り1灰 返硬
外'),1部ケズリ、端部折り1lllげ、端部重
ね焼き糾

529 包含lけ 古代 須恵 有台杯 130 灰 遥硬

530 包含扇 古代 須恵 布台杯 6,2 灰 遥硬

531 包含JM 古代 須忠 イ「台杯 7.0 りl灰 遥硬
底回転ヘラキリ後0クutt.if:j台外踏接
地

532 包含柑 古代 須悠 4i台杯 8.0 灰 辺硬 外底而掲痕

533 I包．含肘 古代 須忠 布台杯 7.0 灰 盗硬

534 包含崩 占代 頻恵 有台杯 9.0 灰 辺硬

535 包含培 古代 須恵 布台杯 72 灰 匹硬
底I卯l転ヘラキリ後切ntt・高台外端接
地

536 包含培 古代 須思 無台杯 小泊 12.0 7.0 2.4 灰 益硬

537 1包含柑 古代 須恵 無台杯 小泊 j20 7.8 2.5 灰 辺硬

538 包含別 古代 須忠 無台杯 120 8.0 3.5 灰 遥硬

539 包含IO 占代 須恵 燕台杯 小泊 12.0 灰 遠硬

540 包含）慎 古代 須恵 無台杯 小泊 120 灰 辺硬

541 包含附 古代 須恵 無台杯 13.0 灰 還硬

542 包含培 古代 碩恵 燕台杯 小泊 12.0 灰 還硬

543 包含屈 古代 須忠 熊台杯 小泊 、12.0 灰 還硬

544 包含屈 古代 須恵 無台杯 小泊 12.0 灰 歪硬

545 包含Ki 古代 頷恵 無台杯 小泊 12.0 灰 逗硬

546 1包含陪 古代 須忠 無台杯 12.0 灰 遠硬

547 包含屈 古代 頷忍 無台杯 小i(I 13.0 灰 恐硬
548 包含附 古代 須恵 無台杯 小泊 5.0 灰 遠硬
549 包含附 古代 須忠 無台杯 小ifl 7.0 灰 恐硬

550 包含屈 古代 須恵 無台杯 7.4 灰 辺硬
551 包含Kサ 古代 須恵 無台杯 78 灰 只硬

552 包含附 古代 頻恵． 無台杯 8.0 灰 塁硬

553 包含層 古代 頻恵 無台仔 7.8 灰 只硬
554 包含防 古代 須患 無台杯 8.0 暗灰 還硬

555 包含防 古代 土師 碗 12.4 にぶい椛 底部（国転糸きり

556 包含筋 古代 土師 碗 12.2 にぶい黄橙 9氏青li回転糸きり

557 包含彫 古代 土師 碗 J2.8 橙 底部ln1転糸きり

558 包含肘 古代 土師 碗 13.0 にぷい橙 底部厄1転糸きり
559 逗含肘 古代 土師 碗 13.2 にぶい柁 底部(EI転糸きり

560 包含附 古代 土師 碗 5.2 明黄褐 底部回転糸きり

561 包含附 古代 土師 碗 42 柑 底部ml転糸きり ・外部熱く変色
562 包含附 古代 土師 碗 5.4 屈 底部回転糸きり

563 包含附 古代 土師 碗 4.6 楼 底音I；回転糸きり・内外而スス付がi

56'1 包含附 古代 土師 碗 5.6 にぷい黄橙 底部lil転糸きり

565 包含附 古代 土師 碗 5.0 ね 底部回転糸切り

566 包含肪 古代 :I:師 碗 6.6 橙 底部回転糸きり

567 包含hV 古代 士師 碗 58 にぶい黄橙 底部回転糸きり

568 包含層 古代 土tii 碗 5.8 校 底部回転糸きり

569 包含肋 古代 -1:mu 碗 6.0 にぶい橙 底祁回転糸きり

570 包含陪 古代 土tiii 碗 60 校 底部回転糸きり

571 己含罰 i.:iイt; 土師 碗 6.2 橙 底部回転糸きり

572 包含屈 古代 緑釉 4i段llll 1 2.4 6.2 20 灰 遥硬
内外i(ijに緑釉。外底Uクnヶか）。二角高
台

573 包含11'!l 古代 須恵 横瓶 11.2 賠灰 逗硬
574 包含層 古代 須忠 りヽ9I9( 126 灰 遥硬 外底ilil自然釉
575 包含肘 古代 須忠 壷

576 包含屈 古代 須忠 甕 IJ.0 灰 辺硬 外：波状文

577 包含陪 占代 須忠 甕 20.0 陪灰 還硬

578 包含附 古代 須忠 売 20.4 賠灰 遥硬

579 包含附 古代 須恵 翌 28.0 賠灰 辺硬
580 包含附 I古代 土侃i売 12.0 にぶい褐

581 包含附 古代 土師 甕 13.0 浅黄楼

582 包含陪 古代 土師 甕 にぶい褐

583 包含附 占代 上師 兜 l8.0 にぶいi'，＇i投

584 包含層 占tn 土師 央 18.4 にぷい黄橙
外：タテハケメ、内：ョコハケ、占｝RIiiilUl
~11頃ll

585 泡含悩 古代 土師 甕 23.0 にぷい橙

586 包含hサ 占坑 士師 烹 5.0 浅黄柁

587 包含培 古項 k師 甕 7.0 にぶい黄橙

588 包含彬 古代 上tili 翌 60 橙 外底面ケズリ

589 包含肘 占代 土nili 斐 5.0 にぶい黄橙 外底I[Iiケズリ・底部一部黒く変色

590 包含料 古代 .l漬ili 烈ゃ 6.0 橙 底滞回転糸きり

59」包含析 古代 士師 甕 7.2 淡赤橙 底部I61転糸切り
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No 遺構 層位 1時代 種類 器種 細分 口径 底径 器高 胎土 色調 焼成 調整•その他
592包含妍 古代 土師 兜 にぶい柁 底音1地l転糸りJり
593包含侶 15代 」：師 甕 6.6 にぶい椛 底部回転糸きり
5割・包含ト＿1 古代 土師 鍋 33.0 柁

595包含附 91’泄 土師 皿 8.0 6.4 1.4 にぶい柁 二島刈羽型・内部噌1澗く変色
5％包含K刃 1 1 1 1Il: 土師 IIl 8.0 6.0 l.4 浅貨橙

597'包含肘 ,•I I III.. 土tii !Ill l2.0 6.0 1.9 にぶい黄椛 -．島刈；tl刑
598i包含附 I I 1 1U: if磁 碗 5.6 明緑灰

599包含附 中 l!l• 珠洲 播鉢 u)tl 賠灰 只硬 注1ご1部・波状伺11:1
600包含附 1 9", 1U・・ 珠洲 播鉢 mlOl 22.0 灰 四硬
601絋含附 rI I IIt 珠洲 tll鉢 [U !Ul 26.0 灰 辺硬
602¥包含Kサ 中世 珠洲 揺鉢 II1期 300 灰 ロ硬
603包含府 ,,,111: 珠洲 描鉢 n lUl 40.4 灰 辺硬 Iil転糸り）り • 9 [112方針JJI
604I包含k1 ,,,1u: 珠洲 甕 !] ～m)UI 灰 四硬
605 包含府 中恨 珠洲 亮 灰 塁硬

606 包含k,1 中世 姿器 斐 灰 恐硬
607 包含府 中世 珠洲 売 12.2 J火 遠硬

608 銑含hV 中世 珠洲 壷 13.2 賠灰 辺硬 底部静止糸きり→タタキ

別表6 打製石斧計測表
No 遺構 地点 細分 長 刃部幅 雲 即＇畑 厚 刃／基 重量 石材 u1!1名， 3サ塚 16.9 69 5.2 2.7 1.3 389.0 安山岩
16 5サ塚 12.4 4.5 3.5 2.2 13 130.0 頁岩
17 5サ塚 10.2 5.9 2.8 262.0 安Ill岩 刃部欠損

245 包含柑 Xl3Yl6 9.1 4.5 1.6 87.0 頁岩 基部欠りl
2,16 t1,•9叶 2 10.1 4.8 3.8 1.8 13 1]2.0 玄武岩
247 包含陪 Xl5Y9 5.8 2.5 83.0 頁岩 刃部基部欠損

2<18 住I.ti3 上ifij 9.0 4.3 2.7 153.0 ハンレイ岩 刃部欠損
249 イ•I：居 l A 8.9 3.6 1.9 66.0 蛇紋岩 Jい部欠ili • 1仔製石斧未製品
250 住居5 第1沼 8.1 3.7 3.2 199,0 ハンレイ岩 刃部欠iil
251 包含屈 X8YJI 6.6 4.4 2.0 62.0 玄武岩 基部欠tli
252 道382 9.2 4.6 3.2 1.9 1.4 8<1.0 頁岩
253 住居6 9.6 4.8 3.8 2.0 1.3 105.0 輝緑岩
254 包含悩 Xl4YJ4 12.0 5.2 3,7 23 1.4 181.0 玄武岩
255 包含培 X13Y15 10.l 6.5 3,2 217.0 頁岩 基部欠nl
313 士坑1534 73 4.6 l,7 61.0 頁岩 刃部欠fn
432 包含焙 X26Y34 9.9 5.5 17 106.0 頁岩 基部欠iil
433 包含府 X27Y42 8,4 52 l,6 87.0 凝灰岩 基部欠机

別表7 麻製石斧計測表
囀~・'·-- - - . ・ • • ・ • ・ • ・戸ー、

No 遺構 地点 細分 長 幅 厚 重量 石材 調整

8 3サ塚 80 4.4 16 69.0 安IlJ岩 基部欠損

JO 3号塚 j 4. j 4.6 2.1 205.0 安IlI岩 焦色級密

14 4 り塚 7,0 3.8 27 8l.0 蛇紋 刃部欠損

33 8号塚 10.5 5.3 22 221.0 蛇紋 刃部欠損

256 住店IA 4.9 3.7 2.0 36.0 蛇紋
257 住居IA 炉南 4.2 53 2.2 91.0 蛇紋
258 住居3 6.4 39 1.7 76.0 輝緑岩 ？涌i赤化・劣化あり
259 住析2 3.4 2.9 l.l 17.0 蛇紋
260 住屈IA 炉西 ll8 6 I 2.8 301.0 蛇紋
261 住射IA JOJ 5.0 2.6 239.0 蛇紋
262 住店2 10.2 4.8 2，4 202.0 輝緑岩
263 溝702 9.8 5.3 2.1 170.0 輝緑岩 全体に磨滅哨しい

264 辺382 6.2 53 1.7 99.0 輝緑岩
265 包含削 7.2 6.4 1.5 840 ハンレイ岩
266 住居4 5.3 22 0.8 14.0 
338 挫没谷第3附 4.5 5.2 2.2 90.0 蛇紋
339 埋没谷第3屈 5.3 5,5 2.2 77.0 蛇紋
340 挫没谷第3/M 5.2 55 2.3 98.0 蛇紋
368 槌没谷上i葡 5.2 6.4 1.2 121.0 輝絲岩
435 包含片1 2.4 2.4 J.0 9.0 舵紋
、136 冦含附 7.3 5.4 2.3 124.0 蛇紋
437 己含陪 4.9 5.2 1.7 64.0 蛇紋
438 包含妍 6,8 3.8 1.3 54.0 
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別表8 石鏃計測表

No 遺構 地点 細分 長 幅 厚 重璽 石材 訓整

2 l •サ楳 l"I晶熊毬 2.7 12 0.3 LO チャート

6 2サ塚 1111~糾無払 2.4 J.5 0.3 l.O チャー ト 1酎部一部欠損
22 7号塚 世l)＆1i苓 3.0 2,0 0.4 3.0 石災 先端欠損

30 8サ塚 凹基4i茎 3.5 17 0.4 2.0 先端欠tll

229 包含附 凹Jよ熊苓 1.8 l,3 0.3 LO チャー ト

230 i-tlB4 ‘I'基布苓 2.1 16 0.3 LO 頁岩 半透明

231 it1,l:4 1111)＆熊坐 2.1 l,6 0.5 l.O チャート ガラス質安LLL岩

232 包含k1 l"l必熊苓 2.91 L5 0.4 l.O ナャー ト

233 i-l：居9 I1111よ無拉 2.4 I.J 0.4 1.0 メノウ

234 逍382 世I!＆無苓 2.4 l,6 0.5 2.0 チャート

235 包含附 凹必無拓 2.5 l 3 0.4 1.0 チャート

236 i l:l,，；-9 l"I基無苓 3.2 L7 0.6 2.0 頁岩 半透明

237 包含彬 I!！甚無茎 3.7 18 0.6 30 メノウ

238 包含附 11111.［無毬 3.3 1.6 0.5 2,0 安1]J'，9; ガラス質安山

239 住屈・2 11_11必燕共 3.1 J,6 0.6 30 貞岩

240 包含附 1111基無登 2.9 2.2 0.7 4.0 頁岩

241 包含K1 突基無柴 •I. I 3.J 0.8 10.0 チャート

243 住居2 凹基無生 ,1.0 15 0.3 2.0 安1l1岩 ガラス質

426 包含附 l"I基無苓 1.9 1.3 0.4 J.O チャート

427 包含彫 l~I基無杢 2.2 l. 6 0.4 1.0 頁岩

428 包含枡 1111基熊生 3.2 2.5 0.9 8.0 チャート 未製品

430 包含培 尖基 2.5 0.7 0.7 2.0 チャート 尖頭器

431 包含hY 円甚 5.2 3.0 0.8 13.0 安1]1岩 不定形

別表9 その他石器・石製品計測表・ • -

No 遺構 地点 時代 器種 長 幅 厚 重量 石材 鯛整

3 1サ塚 縄文 不定形石器 1ヽ.0 15 0.5 lヽチャート A・B類
.I 1号塚 縄文 4勺定形汗i,tや 2.4 23 0.7 6チャート

7 2サ塚 縄文 不走形石器 2.2 2.1 0.91 3チャート A・B類、石鏃未製品

15 4サ塚 縄文 111)み石 16.0 65 2.5 322 
18 5号塚 縄文 剥片 4.8 16 0.5 3頁岩

32 8サ塚 縄文 不定形石器 6.5 6.0 J.6 6.'i 

242 包含枡 純文 尖頭器 65 21 J.2 12 鉄石英

244 倒木痕3&I 縄文 石匙 2.4 、1.8 0.6 2チャート 刃部欠損

267 住居1A 炉石 縄文 石lll1 27.-1 29.5 9.5 8950 

268 {t)沖 •I A 炉石 縄文 石llll 16 5 233 7.9 細

269 i t 1, 9;• l A 縄文 じ狂i 11.5 J0.3 3.2 713 

270 tt1は9 縄文 I'りみ,r.-1111石 8.5 6.8 3.0 175 風化不肌l 熟色付滸物あり

切l 住居7 縄文 礫石器 13.0 7.8 5.3 478 砂岩 黒色付着物あり

272 住居9 縄文 11[1石 50 3.8 2.5 68 翡翠

切3 包含灼 縄文 :;:Jり）］）核h・器 8.2 6.1 4.6 287 輝緑岩

274 (t'6 l A 縄文 不定形石悩 39 1.8 0.5 5安1.II岩

切5 住居5 縄文 不定形石器 39 2．ヽI 0.8 7安山岩

276 住1叶7 縄文 4<；固形石器 2.5 5.2 0.7 ll ハンレイ岩

277 包含彬 縄文 不定形石器 37 2.0 l.O JO チャー ト

278 包含附 縄文 1；定形石器 28 2.3 0.5 4安Ill岩

279 包含培 縄文 不；固形石悩 3.5 2.8 l.l 10 鉄石英

280 住屈•4 縄文 不定形石器 2.2 1.7 0.5 jチャート

281 fl:l,d• 9 縄文 不定形什悩 2.6 2.9 0.8 6頁岩

282 tl:r.-.:・ l A 縄文 不定形石器 3.0 3.7 1.0 11 安11.J岩

283 包含IM 縄文 イ＜定形石器 2.5 2.0 0.5 2チャート

28'1 (l: }il;• I A 縄文 不定形石器 4A 6.5 1.0 25 頁岩

285 tl:Ji:・ l A 縄文 イ；定）杉石器 2,8 3.8 0.9 8緑色凝灰岩

286 住！計2 純文 イ；定形,(j器 8.0 5.9 J.8 77 貞岩

287 tl:！,'：・ 2 縄文 不；iLJ診石器 5.3 5.0 26 51 流紋岩

288 仕居7 純文 不定形石器 7.7 ,1.5 1.5 54 兵柑

289 溝702 縄文 オ；定）fJ-石器 7．ヽI (i.7 23 l33 安1.l.1岩

290 包含N 縄文 不足形石器 4.2 3.0 0.9 14 チャート

291 包含hi 縄文 ィ；定形石器 3.2 5.8 l.7 25 安111岩

292 沿702 縄文 ィ:；匂形石器 4.5 4.0 J.6 27 安山笞

293 ftl& 7 縄文 イサ定形石器 4.4 5.9 l.2 28 玄武岩

29・1 fj:J|｝J A 縄文 イ；定形石器 8.3 4.5 I 9 60 流紋岩

295 ftll：・9 貼！kl:川i 縄文 1；定形石器 」3.5 10.7 95 1580 

296 住屈・4 縄文 不定形石器 18.7 24.7 16.0 6970 

297 立石729 縄文 立イ：i 23.0 25.7 8.5 7000 

298 立石792 縄文 、．i．石 32.0 17.9 13.2 10560 

299 包含培 縄文 立．ィ．i 25.6 l」.5 10.0 7000 

302 追1501 縄文 イ；定形1-it片 7.0 3.3 J 2 22 凝灰岩

314 :1 ：坑1515 縄文 不定形石器 2.0 J.5 0.5 2 メノウ

359 狸没谷第9附 縄文 小定形石器 1ヽ.0 l 4 06 3安1.lI岩 D頻

362 j軋没谷 縄文 剥J'，- 23 1.7 l.5 3黒曜ふ・

4公） 包含ki 縄文 原石 3. 8 23 2.2 20 翡翠

1ヽ34 包含Kサ 縄文 イサ定形イi器 7.2 56 l 2 46 貞料

439 a含h} 不明 砥石 5.9 2,4 24 110 凝灰沿
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別表10 古銭計測表

No 遺構 地点 1時代 種類 器種 径 璽量 その他
j9 5号塚 近111: 古銭 宜永通宝 2.2 
2J 6号塚 近世 古銭 宜永通宝 2.3 
34 8号塚 近泄 古銭 党水通宝 2.2 
227 ＆含培 近II! 古錢 立氷通‘宅 2.3 
228 包含培 近世 古銭 究水通宝 22 
441 也含附 近llt 古銭 究水通宝 2.2 

別表11 鉄滓計測表

No 遺構 地点 時代 種類 器種 長 短 厚 重量 その他

440 包含陪 小1月 鉄滓 鍛治滓 5.2 8.7 4.3 127 
467 溝2001 不明 鉄沖 鍛冶滓 2.2 7.0 J.9 12 
468 消2001 不明 鉄滓 鍛冶滓 2.0 2.8 2.0 17 
469 溝2001 不IIJl 鉄滓 鍛冶滓 6.7 4.4 3.0 106 
470 消2001 不明 鉄滓 鍛冶滓 5,0 6.2 2.7 83 
48] ビット2005 不明 鉄滓 鍛冶滓 53 6.0 4.9 174 
496 溝2034 不明 鉄滓 鍛冶滓 2,6 2.1 1.6 JO 
502 ピット2205 不明 鉄滓 鍛冶滓 49 7.1 4.7 152 
610 包含培 不明 鉄滓 鍛冶滓 2.8 2.0 l.8 25 
611 包含府 不明 鉄滓 鍛冶滓 4.8 7.4 3.2 82 
612 包含培 不明 鉄滓 鍛冶浮 5.0 7.2 2.8 115 
613 包含屈 不明 鉄滓 鍛冶滓 42 7.7 3.2 l64 
614 包含閑 不明 鉄滓 鍛冶滓 5.0 7.5 41 202 
615 包含hリ 不明 鉄浮 鍛冶浮 5.9 7.0 3.il 149 
616 包含培 不明 鉄滓 鍛冶滓 6.9 8．ヽI 36 255 
617 包含屈 不明 鉄淫 鍛冶滓 6.9 9.5 4.0 283 

別表12 その他遺物計測表•~ -- ー 9• 一・ .. . •—-

No 遺構 地点 時代 種類 器種 長 短 厚 重量 その他

301 道J501 弥生 装飾品 1勾玉 4.7 ・ J,9 49 
3J 8サ塚 純文 装身具 大珠 5.5 - 3.0 睛1面欠損
337 ）且没谷第3屈 縄文 装身具 耳飾 3.0 3,0 20 12 
311 上坑JOO2 不明 上製品 .l錘 2.2 2.8 2,6 38 
471 溝2001 不明 土製品 約羽口 3.6 2.4 2.0 30 
609 包含附 不明 土製品 土錘 3.8 l.4 15孔径0.4cm
466 溝2001 1渭IVJ 鉄製品 釘 11.0 08 0.8 15 
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坪之内塚群全体実測図
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坪之内塚群個別遺構実測図 (2)
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坪之内塚群個別遺構実測図(4)
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坪之内塚群個別遺構実測図(5)
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坪之内塚群個別遺構実測図(6)
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坪之内塚群個別遺構実測図(7)
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坪之内塚群個別遺物実測図(1)
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図版10 坪之内塚群個別遺物実測図 (2)
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坪之内遺跡A地区全体実測図 図版11
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坪之内遺跡A地区遺物実測図(2)
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図版40 坪之内遺跡A地区遺物実測図(12)
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図版44 坪之内遺跡A地区遺物実測図(16)
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坪之内遺跡B地区全体遺構実測図 (2) 図版47
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図版48
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坪之内遺跡B地区個別遺構実測図(1)
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坪之内遺跡B地区個別遺構実測図 (2) 図版
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図版54 坪之内遺跡B地区遺物実測図(2)
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坪之内遺跡B地区遺物実測図(3)
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坪之内遺跡B地区遺物実測図(5) 図版57
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坪之内遺跡C地区全体遺構実測図
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坪之内遺跡C地区個別遺構実測図(2)
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図版62 坪之内遺跡C地区遺物実測図(1)
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坪之内遺跡C地区遺物実測図 (2)
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坪之内遺跡C地区遺物実測図(4) 図版65
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